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基本目標 1

基本目標 4

基本目標 2

基本目標 5

　
市
で
は
、
第
2
次
総
合
計
画
基
本
構
想
に
掲
げ
る
6
つ
の
基
本
目
標
の
実
現
を
目
指
し
て
、

平
成
29
年
度
は
次
の
重
点
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
近
年
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て
短
期
間
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
施
策

を
選
択
し
て
集
中
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
長
方
針
や

社
会
経
済
状
況
を
踏
ま
え
て
、
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
・
事
業
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

実
施
計
画
や
予
算
編
成
に
お
い
て
重
点
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
施
計
画
と
は
、
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
総
合
的
に
示
す
「
第
2
次
東
御
市
総
合
計
画
」
に
定
め
た

施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
、
具
体
的
な
事
業
を
明
ら
か
に
し
た
3
カ
年
の
短
期
的
計
画
で
す
。

　

第
2
次
総
合
計
画
や
平
成
29
年
度
実
施
計
画
（
平
成
29
～
31
年
度
）
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

★
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w

.city.tom
i.nagano.jp/

実
施
計
画
と
は

～
人
と
自
然
が
織
り
な
す  

し
あ
わ
せ
交
流
都
市  

と
う
み
～

平
成
29
年
度

東
御
市
重
点
事
業

豊
か
な
自
然
と
人
が
共
生
す
る
ま
ち

共
に
支
え
合
い
、み
ん
な
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

安
全
、安
心
の
社
会
基
盤
が
支
え
る
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

地
域
の
魅
力
を
活
か
し
、活
力
と
に
ぎ
わ
い
を
生
む
ま
ち

▼
環
境
基
本
計
画
の
推
進
▼
協
働
に
よ
る
環

境
保
全
活
動
の
推
進
▼
景
観
財
産
の
活
用

【
予
算
】●
不
法
投
棄
監
視
等
5
9
9
万
円

▼
環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

施
策
の
推
進
▼
地
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
施

設
設
置
の
適
正
化
▼
住
宅
用
太
陽
光
発
電
施

設
導
入
補
助
事
業
▼
事
業
所
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
融
資
利
子
補
給【
予
算
】●
電

気
自
動
車
購
入
補
助
等
7
9
5
万
円

▼
各
種
健
診
の
受
診
率
向
上
▼
健
康
づ
く
り

県
民
運
動「
信
州
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と

一
体
と
な
っ
た
啓
発
推
進

【
予
算
】●
検
診
事
業（
各
種
健
康
診
査
、が
ん

検
診
等
）3
4
8
5
万
円

▼
支
え
合
い
台
帳
の
作
成

▼
介
護
、医
療
、福
祉
の
連
携
強
化
▼
支
え
合

う
地
域
福
祉
の
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

【
予
算
】●
多
職
種
連
携
会
議
の
開
催
、地
域

支
援
組
織
の
設
置
86
万
円

▼
県
東
深
井
線
の
建
設
促
進
▼
道
路
ス
ト
ッ

ク
総
点
検
結
果
等
に
基
づ
く
舗
装
▼
橋
梁・道

▼
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
戦
略
的
推
進

【
予
算
】●
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

4
3
1
万
円

▼
農
産
物
の
輸
出
体
制
の
検
討
▼
ワ
イ
ン
を

基
軸
と
し
た
６
次
産
業
化
の
推
進【
予
算
】●

ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
普
及
推
進
活
動
事
業
、６

次
産
業
化
推
進
補
助
金
等
6
7
9
7
万
円

▼
県
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
祢
津
御

堂
地
区
の
推
進
▼
農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ

▼
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
建
設
事
業
の
推

進
▼
生
ご
み
処
理
機
器
設
置
補
助
事
業【
予

算
】●
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
整
備
事
業

等
2
億
6
6
4
万
円

豊
か
な
自
然
の
継
承
と
共
生
の
実
現

地
の
利
を
活
か
し
た

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
の
推
進

ご
み
の
適
正
処
理
と減量・資

源
化
の
推
進

安
全・快
適
な
道
路
環
境
の
整
備

生
涯
を
通
じ
た
健
康
増
進
の
推
進

支
え
合
う
地
域
福
祉
づ
く
り
の
推
進

地
域
包
括
支
援
体
制
の
充
実

東
御
市
版
総
合
戦
略
の
実
施・推
進

東
御
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と

新
規
特
産
品
の
振
興

農
地
流
動
化
の
促
進
及
び

耕
作
放
棄
地
の
再
生

（2017年 4月）市報とうみ 2



基本目標 3

基本目標 6

●
問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
財
政
課
　
企
画
政
策
係
　
☎
64

－

５
８
９
３

子
供
も
大
人
も
輝
き
、人
と
文
化
を
育
む
ま
ち

市
民
と
共
に
歩
む
参
画
と
協
働
の
ま
ち

▼
信
州
型
自
然
保
育
の
推
進
▼
北
御
牧
保
育

園
の
園
庭
芝
生
化
事
業
▼
第
３
子
以
降
の
保

育
料
無
料
化【
予
算
】●
北
御
牧
保
育
園
園
庭

芝
生
化
工
事
1
0
8
万
円

▼
地
域
づ
く
り
支
援
員
等
に
よ
る
活
動
支
援

▼
地
域
づ
く
り
活
動
等
推
進
の
た
め
の
新
た

な
交
付
金
の
創
設
▼
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た

め
の
行
動
支
援
▼
域
学
連
携
事
業
の
推
進【
予

算
】●
地
域
づ
く
り
活
動
等
推
進
交
付
金・地

域
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
支
援
・
域
学
連
携
事
業
等

1
3
7
3
万
円

▼
市
民
活
動
団
体
等
の
活
動
支
援
▼
地
域
づ

く
り
活
動
補
助
金
交
付
事
業
▼
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
用【
予
算
】●
地
域
づ
く
り
活

動
補
助
金
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
関
連
事
業

9
6
0
万
円

▼
実
施
計
画
と
緊
密
に
連
動
し
た
予
算
編
成

と
、一般
財
源
枠
配
分
方
式
へ
の
移
行

る
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の
集
積・集
約
化
の

推
進【
予
算
】●
御
堂
地
区
関
連
事
業
、県
営

事
業
負
担
金
3
0
7
0
万
円

▼
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
の
支
援
▼

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス（
多
様
な
働
き
方
）

推
進
事
業【
予
算
】●
雇
用
拡
大・人
材
育
成・

就
職
促
進
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、地
域
資
源
を

活
か
し
た
料
理
の
開
発
と
観
光
ツ
ア
ー
商
品

の
開
発
3
2
5
0
万
円

▼
Ｉ
Ｊ
Ｕ
移
住
推
進
事
業【
予
算
】●
ふ
る
さ

と
納
税
の
充
実
8
1
4
9
万
円

▼
観
光
基
盤
の
整
備・情
報
発
信
強
化
の
支
援

▼
湯
の
丸
高
原
施
設
整
備
基
本
構
想
推
進
事

業【
予
算
】●
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
誘
致
、

ス
ポ
ー
ツ・ツ
ー
リ
ズ
ム
関
連
施
設
整
備
、湯

の
丸
高
原
荘
の
管
理
、ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
関
連

事
業
1
2
5
4
万
円

▼
Ｄ
Ｍ
Ｏ
構
築
へ
の
支
援【
予
算
】●
東
御
市

D
M
O
設
立
準
備
事
業
補
助
62
万
円

路
付
属
構
造
物
修
繕
事
業【
予
算
】●
県
東

深
井
線
道
路
整
備
事
業（
日
向
が
丘
区
間
）

5
0
4
9
万
円

▼
定
時
定
路
線
バ
ス
運
行
補
助
お
よ
び
デ
マ

ン
ド
交
通
の
見
直
し【
予
算
】●
交
通
シ
ス
テ

ム
等
運
行
費
補
助
6
2
4
6
万
円

▼
小
学
校
長
寿
命
化
事
業
の
推
進
▼
社
会
体

育
施
設
の
改
修
整
備【
予
算
】●
市
民
プ
ー
ル

施
設
等
改
修
工
事
、体
育
施
設
等
防
犯
設
備

設
置
工
事
1
億
1
0
0
万
円

▼
小
中一貫
型
教
育
の
推
進
▼
小
中
学
生
の
学

力
、体
力
、道
徳
力
向
上
▼
が
ん
哲
学
教
育
の

推
進
▼
学
校
、地
域
、家
庭
の
連
携
推
進（
信

州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
）【
予
算
】●

学
校
応
援
団
活
動
の
支
援
、信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
支
援
1
2
9
万
円

▼
地
区
公
民
館
活
動
の
活
性
化
▼
地
区
の
地

域
づ
く
り
活
動
に
お
け
る
教
育
文
化
活
動

支
援【
予
算
】●
地
区
公
民
館
の
設
置
運
営

7
9
9
万
円

▼
常
田
地
区
等
の
雨
水
排
水
対
策
事
業【
予

算
】●
常
田
地
区
等
雨
水
排
水
路
整
備
事
業

（
望
月
県
道
交
差
点
北
～
伊
豆
宮
公
園
西
）

1
億
2
5
4
6
万
円

よ
り
豊
か
な
幼
児
教
育
、保
育
の
実
践

安
全・安
心
な
教
育
環
境
の
整
備

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
推
進

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

（
交
通
シ
ス
テ
ム
の
充
実
）

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
身
体
を
育
む

教
育
の
推
進

人
づ
く
り
、地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る

生
涯
学
習
の
推
進

小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り
の
推
進

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
推
進

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と

担
い
手
の
育
成

雇
用
の
創
出
と
労
働
環
境
の
充
実

観
光
拠
点
の
整
備
と
情
報
発
信
の
強
化

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｕ
タ
ー
ン
移
住
者
の

誘
導
に
よ
る
定
住
の
促
進

地
域
資
源
を
活
用
し
た
体
験
型
、

滞
在
型
観
光
の
推
進

市報とうみ（2017年 4月）3



当
初
予
算
は
１
４
5
億
円

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算

　主な歳入は、金額の大きいも
のから順に地方交付税が39億
5,000万円、市税が38億3,414
万円、繰入金15億2,303万円と
なっています。前年度と比較す
ると地方交付税、国庫支出金は
減額見込をしました。
　また、市民プール機械設備改
修事業や日向が丘団地整備事業
などの建設事業については、主
に市債（借金）を財源として実
施します。市債のうち、公共事
業等債１億1,620万円、公営住
宅建設事業債１億1,530万円を
見込みました。その他、公共
施設整備のため基金から２億
4,100万円の繰り入れを見込ん
でいます。

　

平
成
29
年
度
予
算
は
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
行
財
政
の
簡
素
・

効
率
化
を
図
り
な
が
ら
事
務
事
業
の
予
算
化

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
歳
入
に
つ
い
て
は
景
気
が
穏
や
か

に
回
復
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
市
税
及
び
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
慎
重
に
確
実
な
見
込
額
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
予
算
編
成
手

法
と
し
て
、
各
部
・
各
課
の
一
般
財
源
の
額

に
上
限
を
設
け
、
そ
の
範
囲
内
で
の
予
算
編

成
を
目
指
す
一
般
財
源
枠
配
分
方
式
を
採
用

し
、
基
金
の
残
高
を
確
保
し
つ
つ
、
第
２
次

東
御
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
推
進
に

予
算
の
重
点
配
分
を
致
し
ま
し
た
。

　

予
算
額
は
一
般
会
計
が
１
４
５
億
（
対

前
年
度
１
億
４
2
０
０
万
円
、
1
・
0
％

の
減
）、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
等
特

別
会
計
の
合
計
額
が
72
億
８
２
３
万
円

（
同
３
億
３
６
１
８
万
円
、
4
・
9
%
の

増
）、
公
営
企
業
会
計
（
収
益
的
支
出
と
資

本
的
支
出
の
合
計
）
の
水
道
事
業
会
計
で

11
億
６
２
５
８
万
円
（
同
１
３
８
５
万
円
、

1
・
2
％
の
減
）、
下
水
道
事
業
会
計
で

27
億
２
８
７
１
万
円
（
同
２
億
５
１
８
１
万

円
、
8
・
4
％
の
減
）、
病
院
事
業
会
計
で

22
億
１
９
９
３
万
円
（
同
2
億
５
５
２
９
万

円
、
10
・
3
％
の
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳  入

予
算
の
概
要

自主
財源
45.1％依存

財源
54.9％

26.5％

10.5％

3.3％
2.7％

2.1％
27.2％

16.0％

5.9％
4.6％

1.2％

市税
（固定資産税や市民税、
都市計画税など）
38億3,414万円

繰入金
（各基金から取崩
して一般会計に
繰り入れるお金）
15億2,303万円

地方交付税
（各市町村が標準的な
行政サービスを提供できるよう、
一定の基準により国が交付する税）
39億5,000万円

交付金
（地方消費税交付金や
地方特例交付金など）
6億7,500万円

地方譲与税 
（国から地方に譲与される税金）
1億8,000万円

国県支出金
（国や県からの補助金など）
23億2,391万円

市債
（市の借入金）
8億5,360万円

分担金及び負担金
使用料及び手数料
（保育料や施設使用料
など）
3億8,453万円

財産等収入・繰越金等
（土地など貸付収入やふるさと寄附金など）
3億262万円

諸収入
（貸付金元利収入など）
4億7,317万円

歳入合計
145億円

一般会計及び特別会計　　（単位：万円、△：マイナス）

会 計 名 称 平成29年度
予算額

増　　　減
差引 率（％）

一 般 会 計 1,450,000 △ 14,200 △ 1.0

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 395,000 16,260 4.3

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計 30,000 560 1.9

介 護 保 険 特 別 会 計 281,700 2,800 1.0

地域改善地区住宅改修資
金等貸付事業特別会計 123 △ 1 △ 1.4

工 業 地 域 開 発 事 業
特 別 会 計 14,000 14,000 皆増

総　　額 2,170,823 19,419 0.9

公営企業会計　　　　　　（単位：万円、△：マイナス）

会 計 名 称 平成29年度
予算額

増　　　減
差引 率（％）

水道事業
会 計

収益的支出 71,804 642 0.9

資本的支出 44,455 △ 2,026 △ 4.4

計 116,259 △ 1,385 △ 1.2

下 水 道
事業会計

収益的支出 148,634 △ 1,392 △ 0.9

資本的支出 124,237 △ 23,789 △ 16.1

計 272,871 △ 25,181 △ 8.4

病院事業
会 計

収益的支出 202,677 △ 14,095 △ 6.5

資本的支出 19,316 △ 11,434 △ 37.2

計 221,993 △ 25,529 △ 10.3

平成29年度会計別総括表
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　目的別の歳出は、金額の大
き い も の か ら 順 に 民 生 費 が
43億3,752万 円、 土 木 費 が21
億1,085万 円、 公 債 費 が16億
7,986万円となっています。民
生費には児童手当費５億1,336
万円や、土木費には橋梁長寿命
化修繕事業費１億200万円など
が予算化されています。以下総
務費、衛生費、教育費、商工費、
農林水産業費、消防費、議会費
の順になっています。

※各表の金額と構成比は、万円未満
を四捨五入しているため、合計と
一致しない場合があります。

歳  出

29.9％

14.6％

11.6％

11.3％

10.3％

8.3％

4.9％
4.3％

3.5％

1.0％
0.3％

民生費
（社会福祉などに）
43億3,752万円

その他
（災害復旧費、予備費）
4,395万円

土木費
（道路や河川などの整備に）
21億1,085万円

公債費
（市債の償還金などに）
16億7,986万円

議会費
（議会の運営などに）
1億4,108万円

総務費
（市民生活や市の管理などに）
16億3,141万円

衛生費
（保健医療や
生活環境などに）
15億36万円

教育費
（学校整備や
社会教育などに）
12億671万円

商工費
（商工業振興のための
支援や観光振興などに）
7億875万円

農林水産業費
（農林業の振興を図る
ための支援などに）
6億2,661万円

消防費
（消防・防災対策などに）
5億1,290万円

歳出合計
145億円

●議会費
 議員報酬、手当等 .................................1億1,252万円

●総務費
 シティプロモーション事業費 ................... 9,440万円
 協働のまちづくり事務諸経費 .................. 3,130万円
 スポーツ・ツーリズム推進事業費 .......... 1,254万円
 戸籍住民事務諸経費 ................................. 5,201万円

●民生費
 児童手当費 ............................................5億1,336万円
 障害者自立支援介護給付費.............5億3,181万円 

保育所運営事業費（市立） .................3億9,680万円

●衛生費
 上田地域広域連合負担金（クリーンセンター分）
  ...................................................................2億9,816万円
 生ごみリサイクル施設建設工事費
  ...................................................................1億4,024万円
 ごみ分別収集費 .......................................... 9,657万円
 予防接種事業費 .......................................... 7,775万円

●農林水産業費
 中山間地域等直接支払制度費 ........1億0,202万円
 多面的機能支払交付金事業費 ............... 8,384万円

一
般
会
計
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

 松くい虫防除対策事業費 ......................... 3,771万円
 県営土地改良事業費 ................................. 4,712万円

●商工費
 中小企業振興資金等預託金 ............2億5,000万円
 温泉施設指定管理委託料 ........................ 8,000万円
 交通システム運行費補助金 ..................... 5,833万円
 湯の丸高原観光対策事業費 ................... 4,288万円

●土木費
 公営住宅建設事業（日向が丘団） ...2億3,108万円
 社会資本整備総合交付金事業（橋梁長寿命化修

繕計画） ...................................................1億0,200万円
 道路維持管理費 .......................................... 9,978万円

●消防費
 上田地域広域連合負担金（常備消防分）
  ...................................................................3億7,719万円

●教育費
 体育施設及び中央公園等管理費
  ...................................................................1億7,525万円
 文化会館指定管理委託料 ........................ 6,969万円

●問い合わせ先　企画財政課　財政係　☎64 －5901
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市
で
は
、
民
間
企
業
会
計
の
「
発
生
主

義
」「
複
式
簿
記
」
等
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
た
財
務
書
類
を
作
成
し
、
財
産
及
び

借
金
の
状
況
や
ソ
フ
ト
事
業
に
使
っ
た
費

用
な
ど
を
公
表
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
財
務
書
類
に
は
、「
貸
借
対
照
表

（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）」
や
「
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
」、「
純
資
産
変
動
計
算
書
」、「
資

金
収
支
計
算
書
」
の
4
種
類
が
あ
り
、
資

産
（
道
路
や
公
共
施
設
等
の
財
産
）
や
負

債
（
資
産
を
形
成
す
る
た
め
の
借
金
）
の

状
況
な
ど
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、「
貸
借
対
照
表
」
と
「
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　

な
お
、
財
務
書
類
の
作
成
範
囲
は
市
の

各
種
会
計
に
加
え
、
土
地
開
発
公
社
な
ど

関
係
団
体
を
含
め
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

貸
借
対
照
表
は
、
資
産
と
そ
の
資
産
を

形
成
す
る
た
め
の
負
債
と
負
担
済
み
の

純
資
産
の
３
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
上

記
の
表
を
市
民
1
人
当
た
り
に
す
る
と
、

右
表
の
と
お
り
1
人
当
た
り
の
財
産
は

3
6
5
万
円
で
、
そ
れ
を
調
達
す
る
た
め

に
こ
れ
か
ら
の
世
代
が
1
3
5
万
円
の
借

金
を
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の

世
代
が
2
3
0
万
円
の
純
資
産
を
負
担
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

連結貸借対照表
◆資産の部
これまで積み上げてきた財産

１． 公共資産
 道路や施設など

２． 投資等
 出資金や貸付金、
 基金など

３． 流動資産
 現金、預金など

４． 繰延勘定

◆負債の部
これからの世代が負担する金額（借金）

１． 固定負債
 地方債、
 引当金など

２． 流動負債
 翌年度返済
 地方債、
 短期借入金など

負債の部　計 （A）

937億8,400万円
（△25億3,100万円）

125億9,500万円
（42億円）

58億1,400万円
（△3億6,600万円）

2,500万円
（△3,300万円）

364億5,900万円
（△13億1,400万円）

51億5,800万円
（4億1,800万円）

416億1,700万円
（△8億9,600万円）

◆純資産の部
国・県の補助金や現在までの世代が
負担した金額

純資産の部　計 （B）

負債及び純資産合計
　　　（A）＋（B）

706億100万円
（△21億6,600万円）

1,122億1,800万円
（12億7,000万円）

資産合計 1,122億1,800万円
（12億7,000万円）

※カッコ内は対前年度増減額。 △はマイナス。

公
会
計
制
度
に
よ
る

　
　
　
　
分
析
指
標
を
公
表
し
ま
す

平
成
27
年
度
決
算

※単位百万円を基本とし、端数の関係で合計が相違する場合があります。

市民1人当たりの…

※カッコ内は対前年度増減額。 △はマイナス。

資　産	（財産）
	 365万円
	 （5万円）

負　債	（借金）
	 135万円（△3万円）

純資産
	 230万円（8万円）

市民 一人 当たりの金 額は、平成28年₃月31現在 人口の
30,716人で計算しています。

貸
借
対
照
表
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行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
資
産
形
成
に

結
び
付
か
な
い
行
政
等
の
運
営
費
用
を
分

析
す
る
た
め
の
財
務
書
類
で
す
。
最
も
大

き
い
コ
ス
ト
は
社
会
保
障
給
付
や
各
種
団

体
へ
の
補
助
金
と
い
っ
た
移
転
支
出
的
な

コ
ス
ト
で
、
近
年
ま
す
ま
す
そ
の
割
合
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
次
に
大
き
い
の
は
物

に
か
か
る
コ
ス
ト
で
、
こ
こ
に
は
減
価
償

却
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

道
路
や
施
設
等
の
耐
用
年
数
に
よ
り
、
資

産
価
値
が
目
減
り
し
た
分
を
コ
ス
ト
と
し

て
と
ら
え
た
も
の
で
す
。

　

将
来
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
借
金

（
地
方
債
残
高
）
を
公
共
資
産
の
合
計
で

除
す
る
こ
と
で
、
現
在
あ
る
公
共
資
産
が

将
来
世
代
に
よ
っ
て
負
担
す
る
割
合
を
示

し
ま
す
。
東
御
市
の
比
率
は
、
38
・
0
％

で
平
均
的
な
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

比
率
が
高
い
と
、
将
来
的
に
財
政
が
圧
迫

さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
将
来
世
代
の
負
担
が
過
大
に

な
ら
な
い
よ
う
公
共
施
設
整
備
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
入
総
額
に
対
す
る
資
産
の
比
率
を
表

し
、
形
成
さ
れ
た
資
産
が
何
年
分
の
歳
入

額
に
相
当
す
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。
市

は
平
成
27
年
度
分
歳
入
の
3
・
9
年
分
に

相
当
す
る
資
産
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
前
年
度
よ
り
0
・
3
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
概
ね
平
均

的
な
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
数
値
が
高
い

程
財
政
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
事
業
で
あ
る
行
政
コ
ス
ト
と

ハ
ー
ド
事
業
で
あ
る
公
共
資
産
の
割
合
を

み
る
こ
と
で
、
財
源
配
分
の
バ
ラ
ン
ス
が

分
か
り
ま
す
。
道
路
や
施
設
な
ど
の
ハ
ー

ド
事
業
も
市
民
生
活
に
は
重
要
で
す
が
、

一
方
で
社
会
福
祉
給
付
や
各
種
団
体
へ
の

補
助
金
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
事
業
も
大
切
で

す
。
前
年
度
よ
り
1
・
2
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
社
会
保
障
給
付

等
の
ソ
フ
ト
事
業
の
割
合
が
高
ま
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
借
金
は
、
連
結
貸
借
対
照
表
の
と

お
り
4
1
6
億
1
7
0
0
万
円
で
す
。
し

か
し
、
今
後
借
金
の
返
済
に
対
し
て
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
な
ど
が

1
9
4
億
4
9
0
0
万
円
あ
り
ま
す
の
で
、

実
質
的
な
借
金
は
2
2
1
億
6
8
0
0
万

円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
1
人
当

た
り
約
72
万
円
（
前
年
と
同
額
）
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
財
産
も
市
民
1
人
当
た

り
約
3
6
5
万
円
あ
り
ま
す
の
で
、
将
来

世
代
へ
過
大
な
借
金
を
残
し
て
い
る
状
況

で
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

財
政
係
窓
口
に
は
、
詳
細
が
分
か
る
説
明
用

の
冊
子
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
御
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
財
政
課
　
財
政
係

　
☎
64

－

５
９
０
１

連結行政コスト計算書

B経常収益（行政サービス等の利用による使用料、手数料など）
 103億3,600万円（ 8,500万円）
C純経常行政コスト（A － B）
 161億6,100万円（2億6,800万円）

264億9,700万円
（3億5,300万円）

A
経常行政コスト

※カッコ内は対前年度増減額。△はマイナス。

47.6％ 29.8％

17.9％
4.7％

①人にかかるコスト
　（職員の給与など）
　47億3,600万円
　（1億4,000万円）

④その他のコスト
　（借入利息等）
　12億5,300万円
　（△5億5,300万円）

②物にかかるコスト
　（物品や修繕、光熱費や
　　　　減価償却費など）
　78億9,100万円
　（5億9,300万円）

③移転支出的なコスト
　（社会保障給付や）
　一部事務組合繰出金など）
　126億1,600万円
　（1億7,300万円）

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

分
析
指
標

実
質
的
な
負
債

（
借
金
）の
状
況

歳
入
額
対
資
産
比
率
3
・
9

（
前
年
度
比
0
・
3
ポ
イ
ン
ト
増
）

将
来
世
代
負
担
比
率
38・
0
％

（
前
年
度
比
1
・
5
ポ
イ
ン
ト
減
）

行
政
コ
ス
ト
対
公
共
資
産
比
率

28
・
3
%（
前
年
度
比
1
・
2
ポ
イ
ン
ト
増
）
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市
で
は
、
市
民
、
観
光
客
や
来
訪
者
な
ど
「
誰
も
が
」「
無
料
で
」「
手
軽
に
」
観
光
情
報

等
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
さ
ら
に
災
害
発
生
時
に
は
す
ば
や
く
緊
急
情
報
等
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
観
光
地
、
観
光
の
拠
点
及
び
防
災
拠
点
に
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
し
、

電
波
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
「
と
う
み

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

※
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
利
用
可
能
な
エ
リ
ア
は
、
使
用
環
境
や
電
波
状
況
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

❶お手持ちのスマートフォン、タブレッ
ト等の端末のWi-Fi設定を有効にし、
SSID「TOMI_Free_Wi-Fi」を選択し
てください。

❷ブラウザを起動し、任意のウェブサイ
トを開いてください。

❸とうみWi-Fi接続ページが表示され
ますので、利用規約を確認のうえ、ロ
グイン方法を選択してください。言語
（日本語、英語、韓国語、中国語（繁
体字、簡体字））は自動判断します。

①お手持ちの端末で受け取り可能
なメールアドレスを入力し、「メー
ルアドレス認証を利用する」を
タップしてください。
②入力したメールアドレスに登録用
のメールが自動送信されます。
　送信後10分以内にメール内の
URLをタップしてください。

　ご利用のSNSを選択し、
SNSアカウント情報を入力
してください。

と
う
み
Ｗワ

イｉ 

︱ 

Ｆフ
ァ
イｉ
を

整
備
し
ま
し
た

観
光
・
防
災
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

ご
利
用
い
た
だ
け
る
場
所

東
御
市
役
所

市
民
交
流
広
場
及
び
市
役
所
南
側
駐
車
場

湯
の
丸
高
原

地
蔵
峠
駐
車
場

海
野
宿

海
野
宿
東
側
公
衆
ト
イ
レ

海
野
宿
歴
史
民
俗
資
料
館

海
野
宿
玩
具
展
示
館

海
野
宿
第
２
駐
車
場

田
中
駅

田
中
駅
お
よ
び
観
光
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

道
の
駅
「
雷
電
く
る
み
の
里
」

道
の
駅
「
雷
電
く
る
み
の
里
」
及
び
駐
車
場

芸
術
む
ら
公
園

ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
明
神
館

芸
術
む
ら
公
園
旧
管
理
棟
（
明
神
池
南
東
側
）

梅
野
記
念
絵
画
館

芸
術
む
ら
公
園
コ
テ
ー
ジ
（
明
神
池
北
側
）

【接続先の名称（SSID）】

TOMI_Free_Wi-Fi
【利 用 料 金】　無　料
【通信可能時間】	 利用回数・時間
	 3回/日・30分/回

災 害 時 の 接 続
災害発生時には、緊急用 S S I D
「00000TOMI」が認証不要で、回数
の制限なく利用可能となります。（平常
時は利用できません。）

とうみWi-Fiの利用方法・接続方法

SNSアカウントによる
ログイン

メールによる
ログイン

接続完了
インターネットをご利用いただけます。

●問い合わせ先　商工観光課　観光係　☎64 － 5895
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市
は
、
平
成
23
年
10
月
に
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。
複
雑
化
、
多
様
化
す

る
消
費
生
活
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
相
談
受
付
体
制
の
充
実
と
強
化
を
図
り
、
４
月
３
日

か
ら
市
役
所
生
活
環
境
課
内
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

市
に
は
昨
年
度
１
５
０
件
以
上
の
消
費
生
活
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
し
つ

こ
い
訪
問
販
売
や
電
話
で
の
勧
誘
に
よ
る
販
売
、
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
等
で
す
。
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
は
、
早
め
に
対
応
す
る
こ
と
で
解
決
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
独
り
で
悩
ま
ず

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
、
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

東
御
市
役
所
本
庁
舎
１
階　

生
活
環
境
課
内

　
　
　
　
　
　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
な
ど
の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
対
し
、
専
門
知
識
を

持
つ
相
談
員
が
問
題
解
決
の
た
め
の
情
報
提
供
や
助
言
、
必
要
に
応
じ
事
業
者
へ
の

斡
旋
を
行
い
、
消
費
者
の
自
主
的
解
決
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
れ
ば
、
全
部
自
分
の
代
わ
り
に
解
決
し
て
く
れ
ま

す
か
？

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
相
談
者
の
代
わ
り
に
事
業
者
と
交
渉
す
る
機
関
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
状
況
を
伺
い
、
問
題
解
決
に
向
け
た
方
法
な
ど
の
助
言
を
行
い
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
事
業
者
に
連
絡
を
取
り
、
指
導
権
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
法
律
に
沿
っ
て

対
応
の
改
善
を
求
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
し
た

相
談
場
所

相
談
時
間

平成29年
4月から

消費者ホットライン １８８
※１８８は土日祝日も利用できます

相談専用（直通）
☎75‐2410

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー  

Ｑ
and

Ａ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー  

Ｑ
and

Ａ

お
困
り
の
時
は
ご
相
談
く
だ
さ
い（
相
談
の
一
例
）

Q1Q2 A1A2●
問
い
合
わ
せ
先
　
東
御
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
☎
75

－

２
４
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
環
境
課
生
活
安
全
係
　
☎
64

－

５
８
９
６

　
事
業
者
か
ら
訪
問
さ
れ
た
り
、
電
話
で
勧
誘
さ
れ
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る

よ
う
勧
め
ら
れ
、
断
り
き
れ
ず
に
契
約
し
て
し
ま
っ
た
が
、
解
除
し
た
い
。

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
で
の
ト
ラ
ブ
ル

　
頼
ん
で
も
い
な
い
商
品
や
、身
に
覚
え
の
な
い
料
金
を
請
求
す
る
メ
ー
ル
や
郵
便
が
届

い
た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
無
料
の
サ
イ
ト
を
見
て
い
た
は
ず
が
、料
金
を
請
求
さ
れ
た
。

架
空
請
求
・
不
当
請
求

　
「
無
料
で
点
検
す
る
」
と
言
っ
て
事
業
者
が
訪
問
し
て
き
た
が
、「
今
す
ぐ
修
理
（
作

業
）
が
必
要
」
等
と
言
っ
て
不
安
を
あ
お
り
、
契
約
を
求
め
ら
れ
、
作
業
代
金
の
請
求

を
さ
れ
た
。

点
検
商
法

　
借
金
が
重
な
り
、
返
済
が
苦
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

多
重
債
務
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国民健康保険税の引き上げにご理解をお願いします

　高齢化や医療の高度化等により、一人当たり医療費は年々増加しています。一方で、一人当たり国保税は横ば
いの状態のため、単年度実質収支の赤字が年々大きくなっています。基金（国保の貯金）残高は、投入のための
繰出しにより減少の一方です。

◆医療費と国保税の推移

◆平成29年度の税率（一人当たりの国保税額は、平均で₈.₄％の引き上げとなります。）

　国民健康保険は病気や怪我をしたときに安心して医療が受けられるように、加入者の皆さんにご負担いただい
ている保険税と国・県・市の公費等で運営している医療保険制度です。この制度を将来にわたり健全に運営して
いくためには、安定した財政基盤の確保が欠かせません。
　しかし、市の国民健康保険は医療費の伸びや年齢人口構成による加入者の減少のため財政状況が悪化してお
り、国保の貯金である基金も残りわずかな状況にあるため、このままでは東御市国民健康保険の財政運営が危う
くなってしまいます。
　国保税率については、平成20年度の改定以来₉年にわたり改定せずに、市の法定外繰入れ（注）と取り崩した基
金を加えて財政を維持させてきましたが、それによっても歳入の確保が困難なため、必要最小限の税率引き上げ
を平成29年度課税分から行います。加入者の皆さんには、これまで以上の税負担をお願いすることとなりますが、
ご理解ご協力をお願いします。

●問い合わせ先　市民課　国保年金係　☎75 －8810

区　　分
医療分

（賦課限度額54万円）
後期高齢者支援金分
（賦課限度額19万円）

介護分
（賦課限度額16万円）

改定前 改定後 改定前 改定後 改定前 改定後
所得割 5.5％ 6.5％ 2.3％

改定なし

2.1％ 改定なし
資産割 29.0％ 28.0％ 9.4％ 4.5％ 改定なし
被保険者均等割 16,500円 17,500円 6,000円 6,500円 9,000円
世帯別平等割 17,500円 19,500円 6,000円 6,000円 9,000円

被保険者一人当たり医療費と国保税の推移 単年度実質収支の推移

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0
（円）

293,803

294,612

307,863
319,660

342,669

H23
年度

H24
年度

H25
年度

H26
年度

H27
年度

一人当たり医療費（円） 一人当たり国保税（円）

80,389

80,808

84,113

82,278

80,938

基金残高の推移

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0
（千円） H23

年度
H24
年度

H25
年度

H26
年度

H27
年度

353,80950,000

0

△50,000

△100,000

△150,000

△200,000
（千円）

△62,898
△49,828 △52,878

△165,356

H23
年度

H24
年度

H25
年度

H26
年度

H27
年度

354,265

315,506

240,230

179,891

△130,924

（注）	法定外繰入れ…市一般会計から市国保特別会計への財政支援の繰入れ。本来、国保会計は法定負担率による国・県・市の公
費等と国保税による歳入により運営するとされているため、制度に定めがない繰入れは一般的に法定外繰入れとよばれます。

※急激な負担増を抑えるため、市では法定外繰入れをさらに強化し支援を行います。

　平成 29 年度の納税通知書は 6 月中旬にお送りする予定です。なお、低所得世帯には被保険者均等割・世帯別
平等割に対する軽減（ 7 割・5 割・2 割）があります。

（2017年 4月）市報とうみ 10



　現在、世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額を合計し、決められた所得基準を下回っている場合には、
後期高齢者医療保険料の均等割（被保険者 1 人当たり額）が所得に応じて 9 割・8.5 割・5 割・2 割と軽減され
ています。今年度、このうちの 5 割軽減・2 割軽減の基準となる所得額が引き上げられることになりました。こ
れにより、それぞれの軽減該当条件が拡充します。

　後期高齢者医療制度発足時の激変緩和措置として行われてきた、基礎控除後の総所得金額が 58 万円以下（年
金収入で 211 万以下）の被保険者の所得割額軽減特例を段階的に見直し、平成 29 年度は 2 割軽減、平成 30 年
度以降は軽減なしとなります。なお、上記金額が 0 円（年金収入で 153 万円）以下の場合は、所得割額はかか
りません。

　後期高齢者医療制度発足時の激変緩和措置として行われてきた、後期高齢者医療保険制度の資格取得直前に被
用者保険の被扶養者であった被保険者の均等割軽減特例（均等割の 9 割軽減）を段階的に見直し、平成 29 年度
は 7 割軽減、平成 30 年度は 5 割軽減、平成 31 年度以降は資格取得後 2 年間に限り 5 割軽減となります。なお、
所得割額は引き続きかかりません。

●問い合わせ先　長野県後期高齢者医療広域連合　☎ 026 － 229 －5320
　　　　　　　　市民課　国保年金係　☎ 75 － 8810

　後期高齢者医療制度の持続性を高めるため、世代間・世代内の負担の公平を図り、負担能力に応じた負担を求
める観点から、平成 29 年度より保険料軽減制度が見直されます。

※均等割軽減特例（9割・8.5 割軽減）は引き続き該当者に適用されます。（改正はありません）

※確定保険料額については、₇月中旬～下旬までにお知らせいたします。

後期高齢者医療制度のお知らせ

平成29年度の保険料から軽減制度が見直されます

　　均等割の₅割・₂割軽減の減額基準の見直し1

　　低所得者の所得割額軽減特例の段階的見直し2

　　元被扶養者の均等割額軽減特例の段階的見直し3

基準額 33 万円 ＋ （26.5万円 × 世帯の被保険者数）以下

基準額 33 万円 ＋ （48万円 × 世帯の被保険者数）以下

基準額 33 万円 ＋ （27 万円 × 世帯の被保険者数）以下

基準額 33 万円 ＋ （49万円 × 世帯の被保険者数）以下

改定前

改定前

改定後

改定後

５ 割軽減

2 割軽減

平成28年度まで 平成29年度 平成30年度以降

5 割軽減 2 割軽減 軽減はありません

平成28年度まで 平成29年度 平成30年度 平成31年度以降

9 割軽減 7 割軽減 5 割軽減 5 割軽減（資格取得後 2年間）

市報とうみ（2017年 4月）11



会の活動が始まります
　

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
育
つ
よ
う
、
各
区
・
各
地
区
で
は

子
ど
も
会
・
育
成
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
普

段
学
校
で
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
、
学
年
を
超
え
て
地
域
で
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
、
少
子
化
世
代
を
補
う
縦
と
横
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
地
域
の
史
跡
探
訪
、
カ
ル
タ

に
よ
る
方
言
の
伝
承
、
集
い
な
が
ら
の
勉
強
会
、
科
学
的
な
工
作
等
様
々

な
計
画
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
現
代
人
に
不
足
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
活
動
中
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
機
か
ら
隔
離
さ
れ
た
健
や
か
な
時
間
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
各
地
区
の
育
成
協
議
会
等
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。
今
後
と
も
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
例
年
田
中
小
子
ど
も

育
成
部
主
催
の
す
も
う
大
会
、
さ
か

な
の
つ
か
み
取
り
の
会
を
補
助
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
相
撲
大
会
開
催
時

期
に
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
が
流
行
し
中
止

と
な
り
、
振
替
と
し
て
親
子
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
会
単
独
事
業
わ
く
わ

く
体
験
が
２
年
目
を
迎
え
、
今
年

は
佐
久
こ
ど
も
未
来
館
へ
行
き
ま
し

た
。
市
の
バ
ス
を
利
用
す
る
事
も
あ

り
、
児
童
も
小
旅
行
を
満
喫
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

　

祢
津
地
区
の
子
ど
も
育
成
連
絡
協

議
会
は
、
祢
津
地
域
づ
く
り
の
会
教

育
文
化
部
会
の
構
成
組
織
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
部
会
で
は
１
月
に

「
祢
津
方
言
カ
ル
タ
大
会
」
を
開
い

て
い
ま
す
。
育
成
会
の
協
力
の
も
と
、

６
回
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

祢
津
小
学
校
の
児
童
を
主
体
と
し
て

１
年
生
、
２
・
３
年
生
、
高
学
年
の
部

に
分
け
、
予
選
、
決
勝
を
行
い
、
成

績
優
秀
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
毎

年
60
～
70
名
の
参
加
が
あ
り
、
盛
況

で
す
。
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
ミ
ニ
駅

伝
と
と
も
に
小
学
生
を
対
象
と
し
た

大
き
な
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
部
会
で
は
年
間
を
通
じ
て
８
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
８
月
に

実
施
し
た
第
１
回
ふ
れ
あ
い
子
供

塾
（
夏
休
み
宿
題
や
っ
た
会
）
を
紹

介
し
ま
す
。
夏
休
み
終
了
の
１
週
間

前
に
宿
題
と
自
由
研
究
が
終
了
し
て

い
な
い
児
童
を
対
象
に
滋
野
在
住
の

元
教
員
の
方
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

答
え
を
教
え
る
の
で
は
な
く
そ
の
過

程
、
方
法
を
教
え
ま
し
た
。
熱
心
な

児
童
は
今
ま
で
理
解
し
て
な
か
っ
た

事
に
つ
い
て
も
質
問
が
あ
り
予
定
時

間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
大
盛
況
で
し
た
。

「
さ
か
な
の
つ
か
み
取
り
大
会
」

「
祢
津
方
言
カ
ル
タ
大
会
」

「
ふ
れ
あ
い
子
供
塾

（
夏
休
み
宿
題
や
っ
た
会
）」

田
中
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会

祢
津
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会（
青
少
年
育
成
部
会
）

会
長
　
山や

ま
ざ
き崎　

康こ
う
い
ち一

会
長
　
別べ

っ
ぷ府　

英ひ
で
の
り宣

部
会
長
　
後ご

と
う藤　

富ふ

み

お

美
男

おらほの子ども
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新学期、子ども会・育成

　

4
月
は
進
級
・
進
学
の
時
期
で
す
。
児
童
・
生

徒
は
希
望
い
っ
ぱ
い
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
登
校
し

ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
期
は
、
例
年
不
審
者
情
報
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
車
な
ど
子
ど
も
た

ち
が
危
険
な
目
に
遭
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
目
が
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

守
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
に
合
せ
て
、
散
歩
や
水

や
り
等
を
し
て
通
学
路
の
安
全
に
気
を
配
る
な
ど

見
守
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

子
ど
も
会
安
全
共
済
会
は
、
子
ど
も
会
・
育
成
会
の
活
動
中
に
生

じ
た
事
故
に
、
通
院
1
日
目
か
ら
見
舞
金
を
支
給
す
る
全
国
子
ど
も

会
連
合
会
の
制
度
で
す
。
市
で
は
、
会
費
を
全
額
補
助
し
、
加
入
を

促
進
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
の
加
入
手
続
き
は
、
各
区
の
育
成

会
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
課
　
青
少
年
教
育
係
　
☎
64

－

５
９
０
６

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
を

地
域
の
皆
さ
ん
で
見
守
り
ま
し
ょ
う

　

和
地
区
「
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」
２
日
目
の
午
前
中
、
地
域
の
方
や
和

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
育
成
会
役
員
、
10
名
の
和
小
５
・
６
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
に
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
で
工
作
や
ゲ
ー
ム
な
ど
８
コ
ー
ナ
ー
で
の

指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も

熱
心
に
取
り
組

ん
で
く
れ
て
、

多
く
の
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
写

真
は
、「
ジ
ャ

ン
ボ
シ
ャ
ボ
ン

玉
」
の
場
面
で

す
。

　

本
年
度
の
北
御
牧
地
区
子
ど
も
育

成
会
で
は
、
恒
例
の
活
動
が
順
調
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

御
牧
ふ
れ
あ
い
郷
づ
く
り
協
議
会

青
少
年
部
会
の
も
と
で
、
北
御
牧
小

学
校
４
年
生
の
社
会
科
学
習
と
し
て
、

八
重
原
用
水
見
学
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
、
八
重
原
用
水
学
習
応
援

団
の
皆
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、
用
水

の
湧
き
だ
し
口
で
あ
る
大
滝
源
水
か

ら
学
習
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
55

㎞
流
れ
る
用
水
の
清
ら
か
な
流
れ
に

子
ど
も
た
ち
は
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
初
期
に
堰
を
作
っ
た
黒
澤

嘉
兵
衛
翁
に
感
謝
す
る
１
日
で
し
た
。

「
八
重
原
用
水
路
の
見
学
」

「
ふ
る
さ
と
学
習
」

北
御
牧
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

和
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

会
長
　
渡わ

た
な
べ辺　

正ま
さ
き喜

会
長
　
山や

ま
ざ
き嵜　

義よ
し
と人

活
動
中
の
事
故
に
備
え
て

「
子
ど
も
会
安
全
共
済
会
」へ
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

加
入
手
続
き
の
窓
口
は
、
単
位
区
の
育
成
会
長
で
す
。

な
お
、加
入
の
際
に
は
、氏
名
、年
齢
、行
事
計
画
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

加
入
手
続
き

◦
育
成
会
の
活
動
中
の
ケ
ガ

◦
会
場
ま
で
の
通
常
経
路
往
復
途
中
の
ケ
ガ

◦
事
前
会
議
・
練
習
中
の
ケ
ガ
等

見
舞
金
の
対
象
と
な
る
も
の

地域で育てよう
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副
院
長

  

服
部
　
和
裕

副
院
長

  

岩
橋
　
輝
明

平成29年度 東御市の組織一覧です市　長
花岡　利夫

副市長
田丸　基廣

〈
市
民
病
院
〉

教育長
牛山　廣司

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

（
課
長
兼
務
）

黒
柳
　
智
生

翠
川
　
洋
子

樋
沢
　
　
聡

上
原
　
代
夫

武
舎
　
徳
夫

（
防
災
係
長
兼
務
）

小
山
　
　
建

中
村
　
昌
彦

（
副
参
事
兼
務
）

重
田
　
雄
一

（
室
長
兼
務
）

寺
田
　
嘉
彦

山
崎
　
直
樹

小
宮
山
直
樹

西
澤
　
好
美

山
内
　
智
晴

小
森
　
忠
久

渋
谷
　
隆
志

柳
澤
　
　
亮

渡
邉
　
忠
信

早
川
み
ど
り

（
課
長
兼
務
）

岩
下
　
由
美

岩
下
　
雄
司

春
原
　
和
美

秘
書
係
長

上
野
　
清
司

廣
田
　
裕
司

（
医
事
係
長
兼
務
）

（
診
療
部
長
兼
務
）

櫻
井
　
俊
孝

徳
平
　
　
厚

高
橋
　
茂
雄

山
家
　
　
誠

須
貝
美
津
枝

中
沢
　
栄
一

田
口
美
由
紀

荻
原
　
良
章

岩
下
か
お
り

竹
内
　
英
輝

金
井
　
節
子

山
崎
　
隆
史

黒
澤
か
お
り

藤
沢
　
祐
子

新
納
　
郁
子

森
山
　
悦
代

小
林
　
裕
次

柳
橋
　
　
智

早
川
み
ど
り

井
出
　
政
之

正
村
　
宣
広

堀
田
　
雄
二

小
宮
山
久
美

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

庶
務
係
長

医
事
係
長

診
療
情
報
管
理
係
長

健
康
管
理
科

地
域
連
携
科

　
看
護
師
長

内
科
部
長

外
科
部
長

産
婦
人
科
部
長

内
科
・
外
科
医
長

管
理
栄
養
士
長

臨
床
検
査
技
師
長

臨
床
工
学
技
士
長

病
棟
科

　
看
護
師
長

　
副
看
護
師
長

外
来
科

　
看
護
師
長

手
術
室
・
内
視
鏡
室

　
看
護
師
長

助
産
師
長（
助
産
所
長
）

副
助
産
師
長（
副
助
産
所
長
）

庶
務
係
長

庶
務
係
長

課
長
補
佐
学
校
教
育
係
長

兼
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

青
少
年
教
育
係
長

人
権
同
和
教
育
係
長

課
長
補
佐

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
係
長

文
化
財
・
文
化
振
興
係
長

課
長
補
佐

文
化
財
保
護
担
当

図
書
館
係
長

秘
書
課
長

  

小
林
　
秀
行

診
療
情
報
管
理
部

医
療
事
務
部

患
者
支
援
部

（
看
護
部
長
兼
務
）

健
康
管
理
部

（
看
護
部
長
兼
務
）

診
療
技
術
部
長

  

比
田
井
利
彦

診
療
部
長

  

川
瀬
　
泰
弘

教
育
課
長

兼
青
少
年
セ
ン
タ
ー
長

  

小
林
　
哲
三

〈
議
会
事
務
局
〉〈
公
平
委
員
会
事
務
局
兼
務
〉

〈
監
査
委
員
事
務
局
〉

〈
農
業
委
員
会
事
務
局
〉

〈
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〉

〈
土
地
開
発
公
社
〉

生
涯
学
習
課
長

  

勝
山
　
　
修

庶
務
係
長

（
事
務
局
次
長
兼
務
）

（
事
務
局
次
長
兼
務
）

庶
務
係
長

織
田
　
秀
雄

事
務
局
次
長

（
総
務
課
総
務
係
長
兼
務
）

書
記
次
長

（
総
務
課
契
約
財
産
係
長
兼
務
）

事
務
局
次
長

事
務
局
次
長

  

柳
澤
　
嘉
和

事
務
局
次
長

（
監
査
委
員
事
務
局
次
長
兼
務
）

書
記
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
農
林
課
長
兼
務
）

〈
上
田
地
域
広
域
連
合
〉

深
井
　
芳
信

介
護
障
が
い
審
査
課

課
長
補
佐
管
理
係
長

〈
川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合
〉

企
画
課
長

  

坂
井
　
美
嗣

事
務
局
長

  

高
藤
　
博
幸

〈
身
体
教
育
医
学
研
究
所
〉

所
長

  

岡
田
　
真
平

看
護
部
長

  

谷
川
　
幸
弘

助
産
所
と
う
み

総
務
課
長

  

横
関
　
政
史

副
参
事

  

福
島
　
英
昭

総
務
部
長

  
掛
川
　
卓
男

院
　
長

  

結
城
　
　
敬

市
民
生
活
部
長

  

塚
田
　
　
篤

健
康
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長

  

柳
澤
　
利
幸

産
業
経
済
部
長

  

関
　
　
一
法

都
市
整
備
部
長

  

寺
島
　
　
尊

参
事
会
計
管
理
者

  

西
澤
　
　
浩

消
防
課
長

  

石
井
　
重
男

企
画
財
政
課
長

  
小
菅
　
武
志

企
画
財
政
課
副
参
事

  
瀬
下
　
澄
仁

市
民
課
長

  

中
條
万
里
子

子
育
て
支
援
課
長

  

坂
口
　
光
枝

健
康
保
健
課
長

  

小
松
　
信
子

農
林
課
長

  

金
井
　
　
泉

商
工
観
光
課
長

  

山
田
　
正
仁

建
設
課
長

  

富
山
　
直
彦

上
下
水
道
課
長

企
業
出
納
員

  

土
屋
　
親
功

地
域
づ
く
り
・

移
住
定
住
支
援
室
長

  

井
上
　
祐
一

事
務
長

  

武
舎
　
和
博

教
育
次
長

兼
教
育
部
長

  
岩
下
　
正
浩

議
会
事
務
局
長

  

堀
内
　
和
子

監
査
委
員
事
務
局
長

（
議
会
事
務
局
長
兼
務
）

人
権
同
和
政
策
課
長

兼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
長

  

赤
尾
　
秀
彦

福
祉
課
長

兼
福
祉
事
務
所
次
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

  

吉
澤
　
健
二

課
長
補
佐

総
務
係
長

主
幹

課
長
補
佐

契
約
財
産
係
長

課
長
補
佐

防
災
係
長

課
長
補
佐

消
防
団
係
長

消
防
施
設
係
長

課
長
補
佐

企
画
政
策
係
長

財
政
係
長

広
報
統
計
係
長

地
域
づ
く
り
・

移
住
定
住
支
援
係
長

住
民
税
係
長

課
長
補
佐

資
産
税
係
長

課
長
補
佐

収
税
管
理
係
長

国
保
年
金
係
長

課
長
補
佐

支
所
市
民
係
長

課
長
補
佐

市
民
係
長

生
活
環
境
課
長

兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長

  

関
　
　
博
一

課
長
補
佐

環
境
対
策
係
長

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係
長

生
活
安
全
係
長

税
務
課
長

兼
収
納
対
策
セ
ン
タ
ー
長

  

野
村
　
伸
弥

人
権
同
和
政
策
係
長

男
女
共
同
参
画
係
長

課
長
補
佐

子
育
て
支
援
係
長

課
長
補
佐

保
育
係
長

田
中
保
育
園
長

滋
野
保
育
園
長

祢
津
保
育
園
長

課
長
補
佐

和
保
育
園
長

北
御
牧
保
育
園
長

福
祉
推
進
係
長

福
祉
援
護
係
長

高
齢
者
係
長

課
長
補
佐

地
域
包
括
支
援
係
長

保
健
係
長

課
長
補
佐

健
康
増
進
係
長

課
長
補
佐

農
政
係
長

担
い
手
支
援
係
長

課
長
補
佐

耕
地
林
務
係
長

課
長
補
佐

商
工
労
政
係
長

観
光
係
長

課
長
補
佐

住
宅
係
長

課
長
補
佐

管
理
係
長

都
市
計
画
係
長

課
長
補
佐

土
木
係
長

業
務
係
長

課
長
補
佐

水
道
係
長

下
水
道
係
長

会
計
課
長

（
会
計
管
理
者
兼
務
）

出
納
係
長

竹
内
　
美
衣

小
林
己
和
子

北
澤
　
美
良

菊
地
美
和
子

小
宮
山
勇
司

荒
井
　
秀
夫

柳
沢
眞
由
美

小
山
美
佐
子

武
井
　
淳
一

花
岡
　
清
一

小
林
　
幸
司

下
條
　
武
志

柳
澤
　
秀
夫

清
水
　
　
悟

掛
川
　
一
郎

武
田
　
英
俊

山
邉
　
　
修

大
塚
　
明
成

所
　
　
健
一

高
橋
　
則
幸

滝
澤
　
嘉
紀

武
井
　
英
朗

五
十
嵐
好
枝

み
ま
き
温
泉
診
療
所

温
泉
診
療
所
長

（
整
形
外
科
）

  

奥
泉
　
宏
康

派

　遣●
消
費
者
の
安
全
確
保
や
消
費
生
活
相
談
等

を
専
門
的
に
行
う
た
め
、生
活
環
境
課
内
に

「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」を
新
設
し
ま
し
た
。

●
商
工
観
光
課
が
、北
御
牧
庁
舎
か
ら
市
役
所

別
館
４
階
に
移
転
し
ま
し
た
。

●
新
規
採
用
職
員（
10
名
）

大
井
政
人（
生
活
環
境
課
）／
榎
原
の
ぞ
み（
子

育
て
支
援
課
）／
宮
原
悠
平（
子
育
て
支
援
課
）

／
武
井
理
沙（
子
育
て
支
援
課
）／
小
川
原
い

組
織
の
変
更
等

職
員
の
新
規
採
用
及
び
退
職

ず
み（
福
祉
課
）／
堀
口
さ
や
か（
健
康
保
健

課
）／
佐
藤
和
歩（
農
林
課
）／
酒
井
詠
史（
農

林
課
）／
小
川
翼（
市
民
病
院
医
療
事
務
部
）／

堀
由
紀
子（
教
育
課
）

●
退
職
者（
10
名
）

土
屋
一
夫（
市
民
生
活
部
長
）／
山
口
正
彦（
健

康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
）／
北
沢
達

（
産
業
経
済
部
長
）／
清
水
敏
道（
教
育
次
長
兼

教
育
部
長
）／
高
橋
富
士
子（
子
育
て
支
援
課

副
参
事
）／
傳
田
和
子（
子
育
て
支
援
課
課
長

補
佐
）／
井
澤
裕
子（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
）

／
池
内
陽
子（
市
民
病
院
診
療
部
医
長
）／
水

野
保
江（
市
民
病
院
診
療
技
術
部
看
護
師
）／

神
田
龍
平（
農
林
課
主
査
）

※

カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名

　4月1日付けで、市職員の人事異動を行いました。本年度もよろしくお願いします。

６
次
産
業
化
推
進
室
長

  

林
　
　
昌
男

理
学
療
法
士
長

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
新
設

商
工
観
光
課
が
別
館
に
移
転
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副
院
長

  

服
部
　
和
裕

副
院
長

  

岩
橋
　
輝
明

平成29年度 東御市の組織一覧です市　長
花岡　利夫

副市長
田丸　基廣

〈
市
民
病
院
〉

教育長
牛山　廣司

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

（
課
長
兼
務
）

黒
柳
　
智
生

翠
川
　
洋
子

樋
沢
　
　
聡

上
原
　
代
夫

武
舎
　
徳
夫

（
防
災
係
長
兼
務
）

小
山
　
　
建

中
村
　
昌
彦

（
副
参
事
兼
務
）

重
田
　
雄
一

（
室
長
兼
務
）

寺
田
　
嘉
彦

山
崎
　
直
樹

小
宮
山
直
樹

西
澤
　
好
美

山
内
　
智
晴

小
森
　
忠
久

渋
谷
　
隆
志

柳
澤
　
　
亮

渡
邉
　
忠
信

早
川
み
ど
り

（
課
長
兼
務
）

岩
下
　
由
美

岩
下
　
雄
司

春
原
　
和
美

秘
書
係
長

上
野
　
清
司

廣
田
　
裕
司

（
医
事
係
長
兼
務
）

（
診
療
部
長
兼
務
）

櫻
井
　
俊
孝

徳
平
　
　
厚

高
橋
　
茂
雄

山
家
　
　
誠

須
貝
美
津
枝

中
沢
　
栄
一

田
口
美
由
紀

荻
原
　
良
章

岩
下
か
お
り

竹
内
　
英
輝

金
井
　
節
子

山
崎
　
隆
史

黒
澤
か
お
り

藤
沢
　
祐
子

新
納
　
郁
子

森
山
　
悦
代

小
林
　
裕
次

柳
橋
　
　
智

早
川
み
ど
り

井
出
　
政
之

正
村
　
宣
広

堀
田
　
雄
二

小
宮
山
久
美

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

庶
務
係
長

医
事
係
長

診
療
情
報
管
理
係
長

健
康
管
理
科

地
域
連
携
科

　
看
護
師
長

内
科
部
長

外
科
部
長

産
婦
人
科
部
長

内
科
・
外
科
医
長

管
理
栄
養
士
長

臨
床
検
査
技
師
長

臨
床
工
学
技
士
長

病
棟
科

　
看
護
師
長

　
副
看
護
師
長

外
来
科

　
看
護
師
長

手
術
室
・
内
視
鏡
室

　
看
護
師
長

助
産
師
長（
助
産
所
長
）

副
助
産
師
長（
副
助
産
所
長
）

庶
務
係
長

庶
務
係
長

課
長
補
佐
学
校
教
育
係
長

兼
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

青
少
年
教
育
係
長

人
権
同
和
教
育
係
長

課
長
補
佐

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
係
長

文
化
財
・
文
化
振
興
係
長

課
長
補
佐

文
化
財
保
護
担
当

図
書
館
係
長

秘
書
課
長

  

小
林
　
秀
行

診
療
情
報
管
理
部

医
療
事
務
部

患
者
支
援
部

（
看
護
部
長
兼
務
）

健
康
管
理
部

（
看
護
部
長
兼
務
）

診
療
技
術
部
長

  

比
田
井
利
彦

診
療
部
長

  

川
瀬
　
泰
弘

教
育
課
長

兼
青
少
年
セ
ン
タ
ー
長

  

小
林
　
哲
三

〈
議
会
事
務
局
〉〈
公
平
委
員
会
事
務
局
兼
務
〉

〈
監
査
委
員
事
務
局
〉

〈
農
業
委
員
会
事
務
局
〉

〈
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〉

〈
土
地
開
発
公
社
〉

生
涯
学
習
課
長

  

勝
山
　
　
修

庶
務
係
長

（
事
務
局
次
長
兼
務
）

（
事
務
局
次
長
兼
務
）

庶
務
係
長

織
田
　
秀
雄

事
務
局
次
長

（
総
務
課
総
務
係
長
兼
務
）

書
記
次
長

（
総
務
課
契
約
財
産
係
長
兼
務
）

事
務
局
次
長

事
務
局
次
長

  

柳
澤
　
嘉
和

事
務
局
次
長

（
監
査
委
員
事
務
局
次
長
兼
務
）

書
記
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
農
林
課
長
兼
務
）

〈
上
田
地
域
広
域
連
合
〉

深
井
　
芳
信

介
護
障
が
い
審
査
課

課
長
補
佐
管
理
係
長

〈
川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合
〉

企
画
課
長

  

坂
井
　
美
嗣

事
務
局
長

  

高
藤
　
博
幸

〈
身
体
教
育
医
学
研
究
所
〉

所
長

  

岡
田
　
真
平

看
護
部
長

  

谷
川
　
幸
弘

助
産
所
と
う
み

総
務
課
長

  

横
関
　
政
史

副
参
事

  

福
島
　
英
昭

総
務
部
長

  

掛
川
　
卓
男

院
　
長

  

結
城
　
　
敬

市
民
生
活
部
長

  

塚
田
　
　
篤

健
康
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長

  
柳
澤
　
利
幸

産
業
経
済
部
長

  

関
　
　
一
法

都
市
整
備
部
長

  

寺
島
　
　
尊

参
事
会
計
管
理
者

  

西
澤
　
　
浩

消
防
課
長

  

石
井
　
重
男

企
画
財
政
課
長

  

小
菅
　
武
志

企
画
財
政
課
副
参
事

  

瀬
下
　
澄
仁

市
民
課
長

  

中
條
万
里
子

子
育
て
支
援
課
長

  

坂
口
　
光
枝

健
康
保
健
課
長

  
小
松
　
信
子

農
林
課
長

  

金
井
　
　
泉

商
工
観
光
課
長

  

山
田
　
正
仁

建
設
課
長

  

富
山
　
直
彦

上
下
水
道
課
長

企
業
出
納
員

  

土
屋
　
親
功

地
域
づ
く
り
・

移
住
定
住
支
援
室
長

  

井
上
　
祐
一

事
務
長

  

武
舎
　
和
博

教
育
次
長

兼
教
育
部
長

  

岩
下
　
正
浩

議
会
事
務
局
長

  

堀
内
　
和
子

監
査
委
員
事
務
局
長

（
議
会
事
務
局
長
兼
務
）

人
権
同
和
政
策
課
長

兼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
長

  

赤
尾
　
秀
彦

福
祉
課
長

兼
福
祉
事
務
所
次
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

  

吉
澤
　
健
二

課
長
補
佐

総
務
係
長

主
幹

課
長
補
佐

契
約
財
産
係
長

課
長
補
佐

防
災
係
長

課
長
補
佐

消
防
団
係
長

消
防
施
設
係
長

課
長
補
佐

企
画
政
策
係
長

財
政
係
長

広
報
統
計
係
長

地
域
づ
く
り
・

移
住
定
住
支
援
係
長

住
民
税
係
長

課
長
補
佐

資
産
税
係
長

課
長
補
佐

収
税
管
理
係
長

国
保
年
金
係
長

課
長
補
佐

支
所
市
民
係
長

課
長
補
佐

市
民
係
長

生
活
環
境
課
長

兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長

  

関
　
　
博
一

課
長
補
佐

環
境
対
策
係
長

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係
長

生
活
安
全
係
長

税
務
課
長

兼
収
納
対
策
セ
ン
タ
ー
長

  

野
村
　
伸
弥

人
権
同
和
政
策
係
長

男
女
共
同
参
画
係
長

課
長
補
佐

子
育
て
支
援
係
長

課
長
補
佐

保
育
係
長

田
中
保
育
園
長

滋
野
保
育
園
長

祢
津
保
育
園
長

課
長
補
佐

和
保
育
園
長

北
御
牧
保
育
園
長

福
祉
推
進
係
長

福
祉
援
護
係
長

高
齢
者
係
長

課
長
補
佐

地
域
包
括
支
援
係
長

保
健
係
長

課
長
補
佐

健
康
増
進
係
長

課
長
補
佐

農
政
係
長

担
い
手
支
援
係
長

課
長
補
佐

耕
地
林
務
係
長

課
長
補
佐

商
工
労
政
係
長

観
光
係
長

課
長
補
佐

住
宅
係
長

課
長
補
佐

管
理
係
長

都
市
計
画
係
長

課
長
補
佐

土
木
係
長

業
務
係
長

課
長
補
佐

水
道
係
長

下
水
道
係
長

会
計
課
長

（
会
計
管
理
者
兼
務
）

出
納
係
長

竹
内
　
美
衣

小
林
己
和
子

北
澤
　
美
良

菊
地
美
和
子

小
宮
山
勇
司

荒
井
　
秀
夫

柳
沢
眞
由
美

小
山
美
佐
子

武
井
　
淳
一

花
岡
　
清
一

小
林
　
幸
司

下
條
　
武
志

柳
澤
　
秀
夫

清
水
　
　
悟

掛
川
　
一
郎

武
田
　
英
俊

山
邉
　
　
修

大
塚
　
明
成

所
　
　
健
一

高
橋
　
則
幸

滝
澤
　
嘉
紀

武
井
　
英
朗

五
十
嵐
好
枝

み
ま
き
温
泉
診
療
所

温
泉
診
療
所
長

（
整
形
外
科
）

  

奥
泉
　
宏
康

派

　遣●
消
費
者
の
安
全
確
保
や
消
費
生
活
相
談
等

を
専
門
的
に
行
う
た
め
、生
活
環
境
課
内
に

「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」を
新
設
し
ま
し
た
。

●
商
工
観
光
課
が
、北
御
牧
庁
舎
か
ら
市
役
所

別
館
４
階
に
移
転
し
ま
し
た
。

●
新
規
採
用
職
員（
10
名
）

大
井
政
人（
生
活
環
境
課
）／
榎
原
の
ぞ
み（
子

育
て
支
援
課
）／
宮
原
悠
平（
子
育
て
支
援
課
）

／
武
井
理
沙（
子
育
て
支
援
課
）／
小
川
原
い

組
織
の
変
更
等

職
員
の
新
規
採
用
及
び
退
職

ず
み（
福
祉
課
）／
堀
口
さ
や
か（
健
康
保
健

課
）／
佐
藤
和
歩（
農
林
課
）／
酒
井
詠
史（
農

林
課
）／
小
川
翼（
市
民
病
院
医
療
事
務
部
）／

堀
由
紀
子（
教
育
課
）

●
退
職
者（
10
名
）

土
屋
一
夫（
市
民
生
活
部
長
）／
山
口
正
彦（
健

康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
）／
北
沢
達

（
産
業
経
済
部
長
）／
清
水
敏
道（
教
育
次
長
兼

教
育
部
長
）／
高
橋
富
士
子（
子
育
て
支
援
課

副
参
事
）／
傳
田
和
子（
子
育
て
支
援
課
課
長

補
佐
）／
井
澤
裕
子（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
）

／
池
内
陽
子（
市
民
病
院
診
療
部
医
長
）／
水

野
保
江（
市
民
病
院
診
療
技
術
部
看
護
師
）／

神
田
龍
平（
農
林
課
主
査
）

※

カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名

　4月1日付けで、市職員の人事異動を行いました。本年度もよろしくお願いします。

６
次
産
業
化
推
進
室
長

  

林
　
　
昌
男

理
学
療
法
士
長

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
新
設

商
工
観
光
課
が
別
館
に
移
転

●
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
　
総
務
係
　
☎
64

－

５
８
７
６
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平
成
29
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
２

月
22
日
か
ら
3
月
27
日
ま
で
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
初
日
に
は
、
平
成
29
年
度
の

一
般
・
特
別
会
計
お
よ
び
公
営
企
業
会
計

の
各
予
算
案
の
ほ
か
、
平
成
28
年
度
各
会

計
の
補
正
予
算
案
、
条
例
案
、
人
事
案
等

合
計
35
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
、
８
日
及
び
10
日
に
は
、
市

長
の
施
政
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
５
会
派

の
代
表
質
問
と
10
名
の
議
員
か
ら
個
人
質

問
が
さ
れ
ま
し
た
。　

　

７
日
お
よ
び
14
日
に
は
追
加
議
案
が
１

件
ず
つ
提
案
さ
れ
、
14
日
は
総
括
質
疑
お

よ
び
委
員
会
付
託
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
か
ら
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ

た
議
案
等
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

23
日
に
は
、
予
算
特
別
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
常
任
委
員
会
で
予
備
審
査
さ
れ
た

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
追
加
議
案
が
1
件
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
審
議
結
果
等
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
発
行
の
「
市

議
会
だ
よ
り
（
第
53
号
）」
に
掲
載
さ
れ

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局
　
☎
64

－

５
８
１
０

市
議
会
第
１
回
定
例
会

平
成
29
年
度
各
会
計
予
算
等
を
審
議

地域づくり活動
補 助 金 事 業

　市では、地域の活性化と協働のまちづくりの推進を図るため、区やその
他公共的団体が自ら考え、行動を起こす地域づくり活動に対して補助金を
交付しています。平成 28 年度は、7 団体がこの補助金を活用しました。

●問い合わせ先　地域づくり・移住定住支援室　☎71 －6790

元気な地域を
応援します！

　団体発足15周年の節目として、会
員による演奏会を開催しました。

　「日本一のくるみ園」を目標に、
荒廃農地を再生し「姫子沢ふれあい
くるみ園」を整備しました。

　進学等に悩む方向けに「社会自立
するには何が必要か」をテーマに講
演会を開催しました。

　道路のニックネームを掲載した案
内看板の設置等を行いました。

　みんなで話し合い地区の将来像を
記した「地域ビジョン」を作成しま
した。

　「都市と農村（地方）との交流事業」
をテーマにワークショップ等を開催
しました。

音を楽しむ会・スキップ姫子沢区 青少年支援チーム

田沢区御牧ふれあいの郷づくり協議会 ひと・生きもの・暮らし研究所

　区民の手で地域住民の交流の場と
しての改修工事を行いました。

下八重原区
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ま
す
。

　

森
が
有
す
る
自
然
環
境
の
中
で
、
探
検

（
散
歩
）
を
中
心
に
、
た
き
火
、
木
の
ぼ
り
、

水
遊
び
、
自
然
物
ク
ラ
フ
ト
、
秘
密
基
地

づ
く
り
、
お
や
つ
づ
く
り
他
、
子
ど
も
た

ち
が
や
り
た
い
こ
と
を
と
こ
と
ん
で
き
る

環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
中
心
と
し
た
活
動
で
す
が
、

子
ど
も
だ
け
が
育
つ
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

里
山
探
検
事
業
に
関
わ
る
全
て
の
人
が
育

ち
合
う
「
共
育
」
の
場
と
し
て
、
み
ん
な

で
元
気
に
幸
せ
に
な
れ
る
場
所
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
が
、

先
輩
お
母
さ
ん
に
子
育
て
の
悩
み
を
打
ち

明
け
た
り
、
自
分
の
子
も
他
の
子
も
関
係

な
く
成
長
を
共
感
し
合
っ
た
り
、
核
家
族

の
家
庭
で
は
、
普
段
接
す
る
機
会
が
少
な

い
祖
父
母
世
代
と
一
緒
に
行
動
し
た
り
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
と
ふ
れ
あ
い
の
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
坂
口
さ
ん
の
感
想

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

飯
島
さ
ん（
す
ー
ち
ゃ
ん
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

押
本
さ
ん（
ひ
げ
じ
ぃ
じ
）

●問い合わせ先　☎61-6148
　

東
御
の
自
然
環
境
・
地
域
資
源
を
活
か

し
、
子
ど
も
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を
や

り
た
い
だ
け
、と
こ
と
ん
遊
び
込
め
る
場
と

機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
、
6
年
前
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
大
人
が
お
膳
立
て
し
て

「
遊
ば
せ
る
」
と
い
う
受
身
な
も
の
で
は
な

く
、子
ど
も
た
ち
が
自
ら
主
体
的
に「
遊
ぶ
」

こ
と
を
も
っ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
主
体
的
な
遊
び
の
中
で
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
、
失
敗
か
ら
学
び
工
夫
す

る
こ
と
、
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
、
そ
の

他
様
々
な
こ
と
を
遊
び
通
じ
て
学
ん
で
い

※
今
年
度
参
加
者
募
集
の
詳
細
は
市
報
お
知
ら

せ
版
4
月
号
に
掲
載

み
ん
な
で
元
気
に
育
ち
合
う

「
里
山
探
検
事
業
」

�

公
益
財
団
法
人
　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
　
指
導
部
長
　
渡わ

た

邉な
べ

　
真し

ん

也や

里
山
探
検
事
業
と
は

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

保
護
者
、ボ
ラ
ン
ティ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
感
想

多
世
代
交
流
と
ふ
れ
あ
い
の
場

　
い
い
意
味
で
少
し
「
ほ
っ

た
ら
か
そ
う
」
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
た
こ
と
。
つ
い
口
を
出
し
過
ぎ
て

し
ま
う
の
で
、
子
ど
も
は
親
の
居
な
い
と
こ

ろ
で
（
隠
れ
て
い
た
ず
ら
し
て
い
る
時
や
、

親
以
外
の
誰
か
と
接
し
て
い
る
時
）
で
こ
そ

成
長
し
て
い
る
だ
と
思
い
ま
す
。
親
が
子
ど

も
の
考
え
る
時
間
ま
で
は
奪
わ
な
い
よ
う

に
、
与
え
過
ぎ
に
は
気
を
付
け
た
い
で
す
。

　
里
山
探
検
事
業
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
四
季
を
通
し
、
子
ど
も
た

ち
と
触
れ
合
う
こ
と
は
、
大
き
な
楽
し
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。「
幼
老
託
児
」
と
い
う
施

設
が
あ
る
通
り
、
老
は
幼
児
か
ら
元
気
を
頂

き
、
幼
児
は
じ
っ
く
り
待
つ
事
が
で
き
る
老

が
い
て
互
い
に
良
い
効
果
が
生
ま
れ
る
と
い

う
こ
と
を
里
山
に
参
加
し
て
実
感
し
ま
し

た
。

　
自
分
の
孫
で
は
な
い
け
れ

ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
嬉
し
い
。
祖
父
母
と
接
す
る

機
会
が
少
な
い
子
ど
も
も
多
い
で
し
ょ
う
か

ら
お
互
い
に
と
っ
て
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。「
ひ
げ
じ
ぃ
じ
！
」と
呼
ば
れ
る
と
い
っ

ぱ
い
元
気
を
も
ら
え
ま
す
。
あ
と
お
母
さ
ん

た
ち
の
笑
顔
が
最
高
に
い
い
で
す
よ
。
見
て

い
る
だ
け
で
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
育
ち
の
過
程
の
中
で
、
あ
る

年
代
に
達
し
た
ら
市
内
全
て
の
子
ど
も
た

ち
が
こ
う
し
た
活
動
を
体
験
で
き
る
よ
う

に
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
後

活
動
の
場
を
支
え
る
大
人
（
専
門
ス
タ
ッ

フ
や
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）
を
増
や

す
こ
と
や
、
限
ら
れ
た
場
所
で
し
か
実
施

で
き
な
い
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
身
近
な

場
所
で
参
加
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
、
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
や
ご

協
力
、
ま
た
活
動
を
維
持
す
る
た
め
の
資

金
的
支
援
（
ス
ポ
ン
サ
ー
）
も
不
可
欠
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
活
動
も
子
ど
も
の
主
体
性
を

大
切
に
し
つ
つ
大
人
が
安
全
管
理
等
の
最

低
限
の
「
見
守
り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
見
守
り
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
な
く
し
て
里
山
探
検
事
業
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。

　

東
御
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
元
気
い
っ

ぱ
い
遊
ぶ
子
ど
も
を
も
っ
と
増
や
し
た

い
！
と
思
っ
て
い
る
方
、
一
緒
に
子
ど
も

の
遊
び
場
支
援

を
し
ま
せ
ん

か
？
興
味
の
あ

る
方
は
身
体
教

育
医
学
研
究
所

ま
で
是
非
ご
一

報
く
だ
さ
い
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

里
山
探
検
事
業
を
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
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故
・
甲
田
道
昭 

消
防
司
令
長
の
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

平
成
4
年
に
羽
毛
山
地
区
の
千
曲
川
河

原
で
、
瀬
田
富
夫
さ
ん
が
ア
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ

化
石
を
発
見
し
ま
し
た
。
翌
年
か
ら
旧
北

御
牧
村
に
よ
り
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、

約
１
３
０
万
年
前
の
地
層
か
ら
2
個
体
分

の
ほ
ぼ
全
身
の
骨
格
化
石
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
化
石
の
保
存
処
理
・
発
掘
調
査
報

告
書
が
刊
行
さ
れ
、
村
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
、
現
在
は
市
指
定
天
然
記
念
物

で
す
。
約
10
年
前
に
発
足
し
た
「
ア
ケ
ボ

ノ
ゾ
ウ
の
会
」
に
よ
り
断
続
的
に
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
、
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
発

掘
調
査
で
掘
り
出
さ
れ
た
化
石
を
含
め
、

加
沢
地
区
の
河
原
か
ら
、
幼
体
の
ほ
ぼ
全

身
の
骨
格
化
石
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
3
個
体
分
の
ア
ケ

ボ
ノ
ゾ
ウ
化
石
80
点
は
長
野

県
文
化
財
保
護
審
議
会
に
よ

る
審
議
を
経
て
、
2
月
7
日

に
【
東
御
市
羽
毛
山
・
加
沢

産
ア
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ
化
石
群
】

を
県
天
然
記
念
物
に
指
定
す

る
よ
う
、
長
野
県
教
育
委
員

会
に
答
申
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
3
月
16
日
の
長

野
県
教
育
委
員
会
の
告
示
に

よ
り
、
長
野
県
指
定
天
然
記

念
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
１
０
０
０
点
以

上
の
ア
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ
化
石
群

【
東
御
市
羽
毛
山・加
沢
産
ア
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ
化
石
】が

長
野
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
北
御
牧
郷
土
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。
通
常
は
閉
館
し
て
い
る
た
め
、

毎
年
市
内
５
小
学
校
の
化
石
学
習
や
、
10

月
に
2
日
間
開
催
さ
れ
て
い
る
「
火
の

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
県
指
定
を
受
け
、
市
民
や

研
究
者
の
見
学
が
で
き
、
多
く
の
人
が
活

用
で
き
る
よ
う
、
市
教
委
で
は
公
開
方
法

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

長
野
県
の
宝
と
な
っ
た
ア
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ

化
石
を
、
市
民
み
ん
な
で
大
切
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
５
日
、
上
田
地
域
広
域
連
合
消
防

本
部 

甲
田
道
昭 

消
防
司
令
長
が
、
派
遣

先
で
あ
る
長
野
県
消
防
防
災
航
空
隊
で
の

訓
練
飛
行
中
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
墜
落

し
、
殉
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

甲
田
消
防
司
令
長
は
、
平
成
25
年
度
に

東
御
消
防
署
警
防
係
で
勤
務
さ
れ
、
車
両

管
理
等
の
担
当
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

甲
田
消
防
司
令
長
の
生
前
の
御
功
績
に

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
、
ご
家
族
の
皆

様
に
も
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

2
月
24
日
、
東
御
市
は
国
立
大
学
法
人

信
州
大
学
と
包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

包
括
的
連
携
協
定
と
は
、
複
数
分
野
に

亘
る
事
業
に
お
い
て
、
密
接
な
協
力
関
係

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
予
め
約
束
し
て

お
く
も
の
で
す
。

　

調
印
式
に
は
、
濱
田
信
州
大
学
長
は
じ

め
大
学
関
係
者
が
参
加
し
、
花
岡
市
長
は

「
大
学
と
の
恒
常
的
な
枠
組
み
を
作
る
こ

と
に
よ
り
、
産
業
振
興
を
は
じ
め
、
教
育

文
化
の
振
興
、
医
療
福
祉
の
充
実
、
生
涯

学
習
の
推
進
等
、
一
層
の
地
域
振
興
を
推

進
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
政
全
般
に
お
い
て
大
学
が
有

す
る
研
究
成
果
や
人
的
資
源
等
の
支
援
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
、
地
域
の
課

題
に
適
切
に
対
応
し
、
活
力
あ
る
個
性
豊

●
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
文
化
財
・
文
化
振
興
係

　
☎
75

－
２
７
１
７

国
立
大
学
法
人
信
州
大
学
と
の

包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

か
な
地
域
社
会
の
形
成
と
発
展
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲第1個体（黒い部分が発見されている）

▲幼体（若い個体）の化石

●
問
い
合
わ
せ
先

　
６
次
産
業
化
推
進
室

　
☎
64

－

５
８
９
４
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〈平成29年₃月31日付で転任された先生〉

（敬称略）

〈平成29年₄月₁日付で着任された先生〉

北御牧小学校 小
こ

山
やま

　喜
よし

博
ひろ

　校長 
 （上田市立南小学校　校長へ）

祢津小学校 土
つち

屋
や

　哲
てつ

章
あき

　校長
 （佐久市立泉小学校　校長へ）

滋野小学校 松
まつ

木
き

　智
とも

子
こ

　校長
  （長野市立下氷鉋小学校　校長へ）

田中小学校 橋
はし

詰
づめ

　文
ふみ

彦
ひこ

　教頭
  （軽井沢町立中部小学校　校長へ）

東部中学校 冨
とみ

沢
ざわ

　　孝
たかし

　教頭
 （小布施町立小布施中学校教頭へ）

北御牧小学校 浅
あさ

野
の

　真
ま

澄
すみ

　校長
 （上田市立城下小学校教頭から）

祢津小学校 塚
つか

田
だ

　直
なお

道
みち

　校長
 （千曲市立更科小学校教頭から）

滋野小学校 小
こ

池
いけ

　　勲
いさお

　校長
 （長野市立城山小学校教頭から）

田中小学校 渡
わた

辺
なべ

　　誠
まこと

　教頭
 （長野市立長沼小学校から）

東部中学校 坂
さか

戸
と

　晴
はる

俊
とし

　教頭
 （長野市立裾花中学校から）

市内小中学校の校長・教頭の人事異動紹介

田中小学校 滋野小学校 祢津小学校 和小学校 北御牧小学校 東部中学校 北御牧中学校

校 長 荻
おぎ

原
はら

　敏
とし

行
ゆき

小池　　勲 塚田　直道 長
なが

岡
おか

　秀
ひで

幸
ゆき

浅野　真澄 菊
きく

池
ち

　秀
ひで

樹
き

細
ほそ

萱
がや

　　昇
のぼる

教 頭 渡辺　　誠 清
し

水
みず

　克
かつ

則
のり

駒
こま

津
つ

　美
み

恵
え

渡
わた

邉
なべ

　元
もと

子
こ

新
あら

井
い

　重
しげ

則
のり 宮

みや

坂
さか

　博
ひろ

喜
き

坂戸　晴俊
駒
こま

村
むら

　久
ひさ

登
と

▲滋野小学校 ▲田中小学校

▲北御牧中学校 ▲東部中学校 ▲北御牧小学校

▲和小学校 ▲祢津小学校

祝 

小
中
学
校
卒
業
式

　

市
内
で
は
3
月
15
日
に
中
学
校
で
、
16
日
に
は
小
学

校
で
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

め
で
た
く
卒
業
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
児
童
・
生
徒
の

皆
さ
ん
は
、
学
友
や
恩
師
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、

慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
を
去
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
卒
業
生
は

　
小
学
校
３
０
２
名

　
中
学
校
３
２
０
名
で
し
た
。

平成29年度 市内小中学校 校長 ・教頭一覧

※東部中学校は教頭2人制です。

市報とうみ（2017年 4月）19



地域おこし
協力隊

活動レポートVol.212017年4月号

協力隊のひとこと

　こんにちは、協力隊の森健太郎です。だんだんと雪が溶け春が感じられるようになりまし
たね。今年の冬も、アイスバーンで車が滑ったり、水道蛇口が破裂したり、東御の冬の寒
さから洗礼を受けました（笑）。2016 年の最後の作品の撤去も終わり、新しい年の始まり
に向けて、気持ちを新たにしました。
　僕の住んでる北御牧地域では、2017 年度の「天空の芸術祭」の話し合いが始まりまし
た！ 今年度は作家の数も増え、会場エリアも広がり、色々パワーアップする予定ですよ！ さ
らに今年はアーティストインレジデンス（AIR）を行う予定！外国から作家さんを呼び込んで、
滞在制作を行います。いろんな文化や考え方に触れられるのがアートの楽しいところ！今年
は去年以上にワークショップやイベント盛りだくさんでお送りします。今年の「天空の芸術祭」
も楽しみにしてくださいね。
　さて最後に、芸術祭の運営をしてくれる「天空芸術祭 2017」の実行委員の募集をして
います。アートに興味のある人、一緒に地域を盛り上げたい人、ぜひ一緒に活動しませんか？
　あわせて、一緒に制作や準備をしてくれるボランティアスタッフの募集もしています！芸術
家の創作の裏側や、芸術祭の裏側が見れるチャンス！ぜひ一緒に、地域を盛り上げていきま
しょう！
※実行委員の募集や、ボランティアスタッフの募集に関してのお問い合わせは、市報の情報

広場、または市地域づくり・移住定住支援室（☎ 71‐6790）、地域おこし協力隊 森 ま
でお待ちしています！

●地域おこし協力隊３年目にあたって

今月の担当

森
もり

 健
けん

太
た

郎
ろう

（地域づくり・移住定住支援室）

生
き
活
き 

長
生
き
健
康
と
う
み

信
州
Ａ

エ
ー
スＣ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
糖
」編

　

今
年
度
は
、「
糖
」
に
着
目
し
た
信
州

A
C
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
話
題
を
お
伝

え
し
ま
す
。

　

長
野
県
が
展
開
す
る
健
康
づ
く
り
県
民

運
動
を
「
信
州
A
C
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
呼
び
ま
す
。

　

A
C
E
は
生
活
習
慣
病
予
防
に
効
果

の
あ
る
A
c
t
i
o
n
（
体
を
動
か

す
）、
C
h
e
c
k
（
健
診
を
受
け
る
）、

E
a
t
（
健
康
に
食
べ
る
）
を
表
し
、
世

界
で
一
番
（
A
C
E
）
の
健
康
長
寿
を
目

指
す
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、

市
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
し
、
連

動
し
て
健
康
づ
く
り
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険

加
入
者
（
40
歳
～
74
歳
）
の
健
診
結
果
・

医
療
費
情
報
を
分
析
し
た
結
果
を
基
に
、

地
域
づ
く
り
の
会
や
保
健
補
導
員
会
と
一

緒
に
5
小
学
校
地
区
単
位
で
健
康
学
習
会

を
開
催
し
、
各
地
区
の
傾
向
を
学
び
ま
し

た
。

～
東
御
市
の
特
徴
～

①
心
臓
が
原
因
で
死
亡
す
る
人
は
、
男
女

と
も
国
・
県
よ
り
約
1
・
5
倍
多
い

健康保健課
保健係
☎64-8882
健康増進係
☎64-8883

信
州
A
C
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
？

地
域
健
康
学
習
会
に
つ
い
て

②
健
診
で
血
糖
要
注
意
の
人
は
、
男
女
と

も
多
い
（
左
図
グ
ラ
フ
参
照
）

　

血
糖
が
高
い
と
動
脈
硬
化
が
進
み
、
脳

梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
が
発
症
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

年
に
1
度
は
特
定
健
診
（
健
康
診

査
）
を
受
け
て
、
自
身
の
血
糖
値

（
Hヘモ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー

b
A
1
c
）の
経
過
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

　

次
回
は
「
糖
を
効
果
的
に
下
げ
る
運
動

方
法
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

健診結果から見た血糖要注意の人（ H b A 1 c 5.6以上）の割合
男

ヘモグロビンエーワンシー

1.40

1.20

1.00

0.80

0.60

※国保特定健診結果の県平均 1.0として

北
御
牧

和祢
津

滋
野

田
中

全
国

0.89

1.11
1.151.17 1.17

1.24

女

北
御
牧

和祢
津

滋
野

田
中

全
国

0.86

1.07
1.12 1.15 1.161.18
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祢
津
地
域
づ
く
り
の
会
で
は
平
成
28
年

度
、
長
野
県
の
元
気
づ
く
り
支
援
金
を
受

け
て
、携
帯
型
の
「
祢
津
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

古
く
か
ら
祢
津
地
域
は
禰
津
氏
～
松
平

氏
が
統
治
し
て
い
た
関
係
で
、
史
跡
、
旧

跡
が
数
多
く
散
在
し
、
自
然
豊
か
な
湯
の

丸
高
原
や
里
山
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
掲
載
場
所
は
、
皆
さ
ま
か
ら
公
募

を
お
こ
な
い
、
1
0
0
カ
所
を
選
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た
案
内
人
の
養
成
も

し
た
こ
と
で
す
。

　

以
前
か
ら
、
祢
津
の
史
跡
を
見
に
訪
れ

る
人
達
も
多
く
、
祢
津
小
学
校
の
総
合
学

習
授
業
に
お
い
て
も
、
郷
土
の
歴
史
・
文

化
を
学
ぼ
う
と
、
地
域
巡
り
を
し
て
い
て
、

地
域
づ
く
り
の
会
が
案
内
を
し
て
き
ま
し

た
。

　

そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
携
帯
型
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
が
あ
っ
て
、
も
う
少
し
詳
し
く

案
内
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
い

れ
ば
い
い
な
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

案
内
人
に
つ
い
て
も
同
じ
く
公
募
し
、
案

内
人
の
養
成
講
座
を
数
回
、
開
設
し
て
、

20
人
の
方
に
養
成
講
座
を
受
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

イ
ラ
ス
ト
と
地
図
を
中
心
と
し
た
ビ
ジ

ア
ル
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
見
て
大

変
楽
し
い
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

き
っ
と
皆
さ
ま
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
冊

子
で
す
。

　

祢
津
地
域
を
散
策
す
る
時
に
皆
さ
ま
に

活
用
し
て
頂
け
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
祢
津
地
区
の
各
世
帯
に
は
無
料
配

布
を
し
ま
す
。

祢
津
地
域
づ
く
り
の
会

小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り
通
信

●
問
い
合
わ
せ
先

　
祢
津
地
域
づ
く
り
の
会

　
☎
62

－

０
２
５
１
　

元
気
づ
く
り
支
援
金
事
業

《
祢
津
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
》完
成

1歳の誕生日おめでとう！
（4月生まれ）とうみっ子!!す す 育

く く て

　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふ
りがな）・生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を添え
て、企画財政課広報担当までお送りください。締め切り
は、4 月10 日（月）必着。※原則、毎月8日が締め切りとな
ります。

（対象者 5 月生まれの 1
●

 歳）☆募集します！！☆

荒
あら

井
い

　陽
ひなた

向くん（金井）
（H28.4.1生）

押
おし

金
がね

　賢
けん

叶
と

くん（東深井）
（H28.4.16生）

春
すの

原
はら

　一
いち

琉
る

くん（田中）
（H28.4.22生）

長
は

谷
せ

川
がわ

　瑞
みず

季
き

ちゃん（田中）
（H28.4.10生）

山
やま

崎
ざき

　恵
けい

蔵
ぞう

くん（片羽）
（H28.4.21生）

愛嬌がよくてニコニコ笑顔の陽向に、
みんなも笑顔になるよ♪優しく強くた
くましく、大きくなってね！

けんちゃん、１歳のお誕生おめでとう。
いつも元気いっぱいやんちゃ坊主！
これからもたくさん食べて遊んで大き
くなってね！

１歳の誕生日おめでとう。
いっちゃんの笑顔にいつも元気をも
らっています。
これからも元気にスクスク育ってね♥

みずちゃん１歳おめでとう。ダンスし
たり、おしゃべりしたり、みずちゃん
が何かをする度にみんな笑顔になる
よ。これからも元気いっぱい、笑顔
いっぱい、すてきな女の子になってね。

けいちゃん、１歳のお誕生日おめでと
う♥
たくさん笑って、たくさん遊んで、元
気いっぱい大きくなってね♥
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〈広告欄〉

　日本年金機構において資格期間が10年以上あることが確
認できた方には、ご本人宛に請求手続きのご案内が送付され
ます。「年金請求書」（黄色）が届きましたら、年金事務所で
手続きをしてください。
　黄色の請求書は、平成29年2月下旬～ 7月上旬にかけて日
本年金機構から順次発送を行っています。
　黄色の請求書が届かない方でも、任意加入の申出により期
間を加えたり、合算対象期間を含めて年金を受給できる可能
性がありますので、年金事務所へご相談ください。

まるごと生活百科

4月の納税 （納期限 5 月1日）

・固定資産税・都市計画税（1期）

●問い合わせ先
　小諸年金事務所　☎0267－22－1080
　市民課　国保年金係　☎75－8810

ワンポイントアドバイス税国 民 年 金 アドバイス

●問い合わせ先　税務課　資産税係　☎64－ 5877

受給資格期間の短縮

固定資産税の賦課期日は
1月1日です

※現金納付の方には、4月上旬に日本年金機構から平成29年度分の納付
書が郵送されます。
　2年前納をご希望の方は、4月中に年金事務所へ事前申し込みが必要
となります。

■平成29年度　現金納付の保険料

納付方法 1カ月 6カ月 1年分 2年分

現金納付
（月々）

16,490円 98,940円 197,880円 393,960円

現金納付
（前納）

【割引額】
――

98,140円
【800円】

194,370円
【3,510円】

379,560円
【14,400円】

　固定資産税は、毎年1月1日 ( 賦課期日 )時点で土地・家屋・
償却資産を所有している方に課税される税金です。1月2日
以降に所有権の移転や取り壊しを行った場合でも、その年の
4月1日から始まる年度分の固定資産税は課税されることと
なります。

　私は、今年の1月5日に、市内に所有していた家屋を
取り壊したのですが、4月に届く納税通知書を確認した

ところ、この家屋についても課税されていました。なぜでしょ
うか。

　お問い合わせの家屋については、1月1日 ( 賦課期日 )
時点で取り壊されていなかったため、今年度分について

は固定資産税が課税されることになります。

　私は、所有している土地を今年の5月に売買する予定
です。5月以降分の固定資産税については、売買した相

手に納税通知書を送付して欲しいのですが。
　地方税法上の納税義務者は、1月1日 ( 賦課期日 )時点
の所有者の方となりますので、売買した相手に対し納税

通知書を送付することはできません。
　そのため、売買した相手の方とお話し合いの上、納付をお
願いします。

Q

Q

A

A

事 例 1

事 例 2
　平成29年8月から、年金を受給するために必要な
資格期間が10年になります

4月からの保険料は、

　月額 １６，４９０円（年額 １９７，８８０円）
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〈広告欄〉

ご 芳 志
　ご寄附いただき、ありがとうございました。厚くお礼申
し上げます。（平成29年 2月に寄附をいただいたもので
す。）

〈寄附金〉
◦匿名　様（現金 100万円）

〈物品〉
◦堀田　ミチエ　様（牧野 義雄 作　絵画１点）
◦木村　悦雄　正子　様（梅野 亮 作　絵画１点）
◦堀内　美智子　様（堀内 康司 作　絵画６点）
◦影山　佐智子　様（林 倭衛 作　絵画１点）
◦信州大学ハナサカ軍手ィプロジェクト　様
　（デザイン軍手「ちび軍手ィ」271双）
◦ 日本マクドナルド株式会社　様（防犯笛 300個）

　公表については、同意をいただいた方のみ掲載してい
ます。

●問い合わせ先
　寄附金ついて　企画財政課　財政係　☎ 64 － 5901
　物品について　総務課　契約財産係　☎ 64 － 5805

　全国の消費生活センターには、「購入したばかりの犬が、
感染症にかかっていたので購入代金を返金して欲しい。」、ま
たは「購入数日後に痙攣を起こしたので治療費を負担して欲
しい。」という相談が寄せられることがあります。
　最近のペットは飼い主が愛情を注ぎ、家族同然として共生
することを目的として購入されるようになりました。ペット
の購入は命あるモノを購入することになります。単なる物と
違ってトラブルの要因が増えますので慎重に検討することが
必要です。

⃝「動物の愛護及び管理に関する法律」に基づく登録を受け、
店内に標識を掲示していますか。
⃝動物を直接見ましたか。
⃝適切な飼養方法・健康状態などを、対面で、文書を用いて
説明されましたか。

⃝犬及び猫は生後56日以上ですか。
⃝日や、時間を変えて何度か足を運び、鳴き声等を確認しま
したか。
⃝治療費の負担、生涯飼育できるか考えてみましょう。

⃝店内の掃除は行き届いていますか。
⃝悪臭はしていませんか。

　トラブルの解決は、原則として、契約の内容によるため、
購入時の契約書に生体保証、品質保証（ペットに病気等のト
ラブルが起きた時の規定）の記載があるかどうかの確認が必
要です。保証内容にない要求をする場合は、販売店との話し
合いで解決することとなります。ただし、不当な内容の条項
があった場合、不実告知の問題があった場合には、契約の取
消を求めることが可能です。詳しくは下記へお問合せ下さい。

ペットの購入
消費生活ガイド

●問い合わせ先
◦東御市消費生活センター　☎ 75 －2410
◦生活環境課　生活安全係　☎ 64－5896
　※	月～金　午前 8時 30 分～午後 5時まで（年末年始、祝

日を除く）
◦消費者ホットライン　☎ 188　※土日祝日も利用できます。

事業者選びは慎重に

慌てて契約しないで

販売店の衛生状態を確認しましょう

おいしいヘルシークッキング 122

ぶりの粕煮
（1人分：エネルギー194kcal・塩分0.5g）

ぶるくらいの水を加えて4～5
分煮る。
❷別の鍋に茹で汁をとり、刻
んだ板粕を煮溶かして醤油を
加える。
❸ぶりを皿にとり、たっぷり
の②をかける。❶ぶりを入れた鍋にぶりがか

作り方

ぶり...................................４切
板粕..................................６５g
醤油............................小さじ２

材　料（4人分）

減塩ポイント
　酒粕のコクと
香りでおいしく
いただけます。
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ートピックスー　地域の話題

　₂月22日、北御牧小学校で同校音楽クラブに対して、
上田警察署の小

お

田
だ

原
わら

勝
まさる

署長から感謝状が贈られました。
　この表彰は、₂月₅日に市文化会館で開かれた「上小
地域の安心・安全まちづくり地域大会」で特殊詐欺防止
を呼びかける合唱とパフォーマンスを披露し、特殊詐欺
防止に貢献した活動を称えたもの。
　表彰後には、合唱とパフォーマンスを小田原署長らに
披露し、パフォーマンスで使用した署長の顔パネルを音
楽クラブから上田警察署へ贈りました。

　₂月26日、市中央公民館で「雷電生誕250周年記念式典」が行われました。
　「雷電の里 相撲甚句会」が雷電の生誕250周年を祝う相撲甚句を披露
し、式典が開会。雷電に縁のあった地域の方々が出席し、お祝いの言葉
を述べました。
　その後の講演会では、（公財）日本相撲協会・相撲博物館学芸員の土
屋喜敬さんを講師に「江戸の大相撲と雷電為右衛門」と題した記念講演
が開かれました。土屋さんは、「強すぎたゆえに、₃手が禁じ手として
語られている事実がある。江戸時代の力士でもっとも有名で横綱でない
ことがその強さを際立たせた。」と話し、400名を超える参加者は、地元
出身力士の偉業を熱心に聞き入っていました。

　₂月26日、東御市文化会館にて音楽を通じた火災予防
の啓発として第11回東御市消防団音楽定期演奏会が開催
されました。
　演奏会の中では、旧東部町生30周年記念のタイムカプ
セルから取り出された楽譜「鳥帽子～東部町賛歌」や「東
部町音頭」などの曲を披露。
　その他、長く愛され続けている中島みゆきさんの「糸」
の演奏や子ども楽しめる「アンパンマンマーチ」の演奏
など、子どもから大人まで楽しめる演奏会となりました。

合唱で特殊詐欺防止に貢献
北御牧小学校音楽クラブ表彰

天下無双力士の偉業
雷電為右衛門生誕250周年記念式典

迫力ある音色に魅了！
東御市消防団定期演奏会

▲表彰された北御牧小音楽クラブの皆さん

▲ラッパ隊による演奏披露

▲相撲甚句の披露

▲雷電のエピソード紹介 ▲土屋さんによる記念講演▲会場のようす

（2017年 4月）市報とうみ 24
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で
き
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と
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　₂月25日から₃月20日まで、旧北国街道海野宿の家々で格子
越しにひな人形を展示する「海野宿ひな祭り」が開催されました。
　この催しは地元の海野宿保存会などでつくる実行委員会が企
画したもので、今年が₃回目。
　₃月19日・20日には、子どもたちが折ったひな人形を水路に
流す「流しびな」や一坪市（フリーマーケット）などのイベン
トを実施。19日夜には、街道に行燈を並べたライトアップが行
われ、大勢の観光客や家族連れでにぎわいました。

　₃月18日、市中央公民館で祢津東町歌舞伎舞台建築200周
年を記念して東町区・東町歌舞伎保存会主催の「歌舞伎を語
り会うつどい」が開催されました。
　つどいでは、長年東町歌舞伎の指導をされている益子輝之
さんによる基調講演と「歌舞伎の保存と地芝居の伝承につい
て」と題した関係者による意見交換会を実施。
　また、これまでの歩みをまとめた舞台建築200周年記念誌

「祢津東町歌舞伎のあゆみ」も披露されました。この記念誌は、
祢津地区を中心に、市内公共機関等に配布される予定です。

格子越しに見るひな人形
第 3 回海野宿ひな祭り

祢津東町歌舞伎舞台建築200周年記念
「歌舞伎を語り会うつどい」開催

▲体験のようす（北御牧中）

体験のようす（東部中）▶

▲意見交換会のようす ▲完成した記念誌

◀流しびなのようす

▲行灯が並びライトアップ

　₂月25日に北御牧中学校で、₃月18日に東部中学
校で市報とうみの記事を使った₄コマ漫画の作成体
験が行われました。
　この企画は、丸山晩霞記念館の教育普及事業の一
環として行われ、市報とうみの₄コマを描くえびな
星児さんを講師に行われたものです。
　体験では、実際の記事を使ってえびなさんと担当
の打ち合わせを再現し、漫画でどう表現するかを考
えました。できた下書きはえびなさんがアドバイス。
絵の表現や伝え方などの難しさを学びました。

市報の記事を₄コマ漫画に
北御牧中、東部中美術部で作成体験

3
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1
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みんなが
主役
とうみっ子フォトニュース

お姉さんと体を動かしてみよう（北御牧小）
組み立て体操の指導（北御牧小）

三段タワーすごい!!（和保育園）

お兄さんと追いかけっこ（和保育園）

汽車シュポッポー（和保育園）

　3月13日、市内小学校と
保育園で日本体育大学体操
部との交流事業が行われま
した。
　子どもたちは、倒立や側
転などの体操部の演技を見
た後、体操部の学生から指
導を受け、体を動かす楽し
さを学んでいました。

体操のお兄さん、お姉さんと遊ぼう
～日本体育大交流事業～

市 報

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）とさせていただきます。
　なお、問い合わせ先の市外局番（0268）は省略しています。

市のデータ編 集 後 記

　トピックスで取り上げた北御
牧中と東部中の４コマ漫画作成。
担当では思いつかない中学生な
らではの発想が多く、刺激にな
りました。完成した作品は、公
開や展示ができるように検討中
とのこと。作品の公開をお楽し
みに。. （市報担当　長岡）

市内交通事故統計 2月分
平成29年 2 月28日現在

当月分 累　計
（注1）

前年比

件 　 数 12件 21件 −7件

傷 　 者 14名 24名 −10名

死者（注2） 00名 0名 0名

（注1）平成29年１月からの累計
（注2）事故発生後24時間以内の死者数

＝2月の火災・救急件数＝

火災 1件（ 1件）
救急 94件（199件）

※カッコ内は平成29年1月からの累計

とうみの気象記録
（観測地点：東御消防署）

こちら119（東御消防署）人の動き（ 3月１日現在）

平成29年 2月 平成28年 2月

最高気温 14.7℃（23日） 21.8℃（14日）

最低気温 −8.2℃（11日） −7.7℃（08日）

平均気温 1.0℃　 2.0℃

降 水 量 11.0㎜ 31.5㎜

※平成27年11月分から新しい観測システムによる
データを掲載しています。

※カッコは前月対比 東御消防署　☎62－ 0119

たき火を実施する際は消防署へ連絡
し、 水バケツなどを用意しましょう。

世帯数
.11,860世帯（＋20）
総人口
. 30,552人（−6）
男. 15,077人（−4）
女. 15,475人（−2）

転入. 79人
転出. 72人
出生. 15人
死亡. 23人
その他. 5人減
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毎週木曜日
◦午後4時～午後4時55分

『市民情報広場』

市政・暮らしの情報を
分かりやすくお伝えします

このコーナーでは
、

保育園や学校で行

われた行事などを

紹介します。


